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開
会
挨
拶
を
行
っ
た
。

　
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
長
期
的
な

視
点
で
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
を
描
き
、
徐
々
に

舵
を
切
っ
て
い
く
べ
き
も
の
。
一
方
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
毎
秒
毎
秒
、
常
に

確
保
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
ス
ピ
ー
ド
感

は
全
く
異
な
る
が
、
取
り
組
む
べ
き
内
容
は

一
致
す
る
」
と
説
明
し
た
。

　

必
要
な
の
は
大
規
模
電
源
と
分
散
型
電
源

が
共
存
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
な
が
ら
、
省
エ
ネ
・
電
化
・
水
素
化
の
３

つ
に
取
り
組
む
こ
と
だ
。
い
ず
れ
に
お
い
て

も
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な
る
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団 

理
事
長
　
柏
木
孝
夫

エネルギーセキュリティと
コージェネレーション

コージェネ
シンポジウム
2023

●取材・構成・文／小林佳代　写真／加藤 康

　

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
は
混
迷
を
深
め

て
い
る
。
世
界
的
な
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
シ
フ
ト
に
よ
り
、
新
た
な
ガ
ス
田
の
開
発

停
止
や
石
炭
火
力
撤
退
な
ど
が
相
次
ぐ
中
、

２
０
２
２
年
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
が
発
生

し
化
石
燃
料
価
格
が
高
騰
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

給
の
逼
迫
に
一
層
拍
車
を
か
け
て
い
る
。量
・

価
格
の
両
面
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を

図
り
つ
つ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実

現
す
る
道
筋
を
ど
う
つ
け
る
か
が
世
界
共
通

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
３
」

で
は
、
始
め
に
柏
木
孝
夫
理
事
長
が
登
壇
し

　
一
般
財
団
法
人
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン・エ

ネ
ル
ギ
ー
高
度
利
用
セ
ン
タ
ー（
コ
ー
ジ
ェ
ネ

財
団
）は
２
０
２
３
年
２
月
３
日
、東
京
・イ

イ
ノ
ホ
ー
ル
で「
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

と
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
」を
テ
ー
マ
と
す
る

「
コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
３
」を

開
催
し
た
。ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
な
ど
を
背
景
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
が
混
迷
す
る
中
、我
が
国

は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン（
熱
電
併
給
）シ

ス
テ
ム
を
核
に
い
か
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
を
確
保
す
べ
き
か
。有
識
者
や
企
業
関
係

者
ら
が
講
演
や
鼎
談
で
語
り
合
っ
た
。

コージェネを核に
省エネ・電化・水素化を推進へ

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
と
脱
炭
素
、

取
り
組
む
べ
き
内
容
は
同
じ
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経
済
産
業
省 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長
　
井
上
博
雄
氏

コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団 

専
務
理
事
　
坂
倉 

淳

　

都
市
部
で
は
比
較
的
大
き
な
コ
ー
ジ
ェ
ネ

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
域
内
で
電
気
と
熱
を

面
的
に
利
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を

構
築
で
き
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
豊

富
な
地
方
で
は
調
整
役
を
果
た
し
得
る
コ
ー

ジ
ェ
ネ
を
核
と
す
る
こ
と
で
、
地
産
地
消
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

柏
木
理
事
長
は
「
省
エ
ネ
性
の
高
い
コ
ー

ジ
ェ
ネ
は
速
効
性
の
あ
る
脱
炭
素
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
。
燃
料
の
天
然
ガ
ス
を
再
エ
ネ
由
来
の

水
素
を
用
い
た
合
成
燃
料
へ
と
徐
々
に
変
換

す
る
こ
と
で
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
両
方
達
成
で

き
る
。
さ
ら
な
る
普
及
促
進
を
図
り
た
い
」

と
展
望
を
示
し
た
。

「
脱
炭
素
の
切
り
札
」
と
位
置
づ
け
る
水
素
・

ア
ン
モ
ニ
ア
は
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
上
流

か
ら
下
流
ま
で
日
本
企
業
が
多
く
の
強
み
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
、
企
業
と
と
も

に
取
り
組
み
を
加
速
す
る
と
強
調
し
た
。

　

井
上
氏
は「
現
在
、直
面
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
定
供
給
体
制
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の

課
題
は
、
解
決
で
き
れ
ば
我
が
国
の
競
争
力

を
高
め
る
機
会
に
な
る
。
脱
炭
素
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
定
供
給
、経
済
成
長
を
〝
一
石
三
鳥
〞

で
実
現
で
き
る
よ
う
、
政
府
は
Ｇ
Ｘ
に
本
腰

を
入
れ
て
取
り
組
む
」
と
力
を
込
め
た
。

　

基
調
講
演
は
独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ

Ｃ
）
理
事
長
の
細
野
哲
弘
氏
が
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
に
ど
う
対
処
し
て
い
く
か
」
と
題
し
て

行
っ
た
。
２
つ
の
問
題
に
深
く
結
び
つ
く
Ｊ

Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
の
歴
史
と
変
遷
を
た
ど
り
な
が

ら
、
我
が
国
が
進
む
べ
き
方
向
性
を
示
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
11
年
目
を
迎
え
た

「
コ
ー
ジ
ェ
ネ
大
賞
２
０
２
２
」
の
表
彰
式

も
行
っ
た
。
同
大
賞
の
民
生
用
部
門
、
産
業

用
部
門
、
技
術
開
発
部
門
に
お
い
て
理
事
長

賞
を
獲
得
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
内
容
を
発
表
し
た
。

　

続
い
て
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が
も

た
ら
す
需
給
構
造
の
大
変
革
」
と
題
し
、
キ

ヤ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
研
究
所
研
究
主
幹

で
内
閣
官
房
参
与
、
元
内
閣
総
理
大
臣
秘
書

官
の
今
井
尚
哉
氏
と
、
ヴ
ェ
オ
リ
ア
・
ジ
ャ

パ
ン
代
表
取
締
役
会
長
の
野
田
由
美
子
氏
、

柏
木
理
事
長
が
鼎
談
を
行
っ
た
。
需
給
逼
迫

に
よ
る
価
格
高
騰
な
ど
で
混
迷
を
深
め
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
問
題
点
を
指
摘
し
つ
つ
、

今
後
日
本
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を

確
保
し
、
ま
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ

と
移
行
し
な
が
ら
経
済
成
長
を
果
た
す
た
め

の
道
筋
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。

　

最
後
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
の
坂
倉
淳
専
務

理
事
が
閉
会
挨
拶
で
登
壇
し
た
。「
コ
ー
ジ
ェ

ネ
は
省
エ
ネ
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
だ

け
で
な
く
、
系
統
電
力
の
調
整
や
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
向
上
に
も
貢
献
す
る
。
こ
の
提
供
価
値

を
よ
り
高
め
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
高

度
化
し
な
が
ら
導
入
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。
財
団
は
今
後
も
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン

期
に
重
要
な
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
高
度

な
知
識
や
知
恵
を
結
集
し
積
極
的
に
活
動
し

た
い
」
と
意
気
込
み
を
示
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
締
め
く
く
っ
た
。

Ｇ
Ｘ
の
実
現
で
日
本
の
競
争
力
向
上
を

　

続
い
て
経
済
産
業
省 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長

の
井
上
博
雄
氏
が
来
賓
挨
拶
を
行
い
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
動
向
と
今
後
の
方
向
性
を
説

明
し
た
。

　

岸
田
文
雄
政
権
は
２
０
２
２
年
、
官
邸
に

Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
実
行
会
議
を
設
置
し
、
基
本
方
針

を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
井
上
氏
は
そ
の
内

容
に
つ
い
て
、「
産
業
革
命
以
来
、
築
い
て

き
た
化
石
燃
料
中
心
の
産
業
構
造
・
社
会
構

造
か
ら
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
と
し

た
構
造
へ
の
移
行
で
あ
り
、
産
業
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
大
転
換
を
意
味
す
る
」
と
説
明
。

　

政
府
は
Ｇ
Ｘ
実
現
の
た
め
、
10
年
間
で

20
兆
円
規
模
の
大
胆
な
先
行
投
資
を
実
行
し
、

官
民
合
わ
せ
て
１
５
０
兆
円
超
の
脱
炭
素
分

野
に
お
け
る
新
規
投
資
を
引
き
出
そ
う
と
し

て
い
る
。
Ｇ
Ｘ
経
済
移
行
債
や
成
長
志
向
型

カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
枠
組
み
を
新
た

に
設
け
る
な
ど
、
投
資
意
欲
が
高
ま
る
よ
う

な
制
度
の
構
築
を
目
指
す
。

　

井
上
氏
は
重
要
施
策
の
１
つ
と
し
て
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
活
用
な
ど
に
よ
る
産
業
部

門
、
家
庭
部
門
で
の
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
推
進

を
挙
げ
た
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
光

と
影
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
課
題
を
解
決

し
な
が
ら
導
入
を
拡
大
す
る
方
針
を
示
し
た
。
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独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物

資
源
機
構
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
の
歴
史
的
変

遷
を
た
ど
り
、
な
ぜ
日
本
に
こ
う
い
う
機
構

が
あ
る
の
か
、
今
後
何
が
期
待
さ
れ
る
の
か

を
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。加
え
て
、カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
の
た
め
に
、
我
が
国
が

取
る
べ
き
対
応
な
ど
を
指
摘
し
て
い
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
は
前
身
で
あ
る
石
油
公
団

と
金
属
鉱
物
事
業
団
が
統
合
し
、
２
０
０
４

年
２
月
に
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物

資
源
機
構
と
し
て
誕
生
し
た
機
構
で
す
。

２
０
１
２
年
に
は
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
よ
り
石
炭
・
地
熱
開
発
に
関
わ
る

事
業
を
譲
り
受
け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
２
０
２
２
年
５
月
の
「
機
構
法
」
の

新
た
な
資
源
・エ
ネ
ル
ギ
ー
の

社
会
実
装
を
支
援
へ

カーボンニュートラル、エネルギーセキュリティに
どう対処していくか

　戦略的な国際関係構築と
多様なオプション用意を

　
「
コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
３
」の
基
調
講
演
に
は
、独
立
行

政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー・金
属
鉱
物
資
源
機
構（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）理
事
長

の
細
野
哲
弘
氏
が
登
壇
し
た
。「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
ど
う
対
処
し
て
い
く
か
」と
題
し
た
講
演
で
、細
野
氏
は

Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
が
２
０
２
２
年
の
法
改
正
に
よ
っ
て
機
能
を
拡
張
し
た

背
景
に
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
あ

る
こ
と
を
説
明
し
た
。安
心・信
頼
で
き
る
国
と
付
き
合
う
こ
と
、資
源・

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
多
く
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
も
説
い
た
。

改
正
を
受
け
、
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
、
Ｃ
Ｃ

Ｓ
（
Ｃ
Ｏ
２
の
回
収
・
貯
留
）、
海
外
地
熱
、

ま
た
洋
上
風
力
発
電
へ
の
技
術
提
供
の
フ
ァ

ン
ク
シ
ョ
ン
も
加
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
正
式
名
称
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物

資
源
機
構
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
金
属
鉱
物
資
源
と

い
う
２
つ
の
資
源
全
般
を
安
定
的
に
供

給
・
確
保
す
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
の
法
改
正
に
よ
っ
て
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ

Ｅ
Ｃ
が
担
う
領
域
が
広
が
っ
た
の
は
大
き
な

変
化
で
す
。
従
来
は
、
地
面
を
掘
っ
て
一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
っ
て
く
る
こ
と
を
任
務
と

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
水
素
・
ア
ン
モ

ニ
ア
の
よ
う
な
二
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
管
轄
で
言
え
ば
、

細野 哲弘 氏
ほその 　てつひろ

独立行政法人エネルギー・
金属鉱物資源機構（JOGMEC）理事長

基
調
講
演
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投
資
な
ど
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
極
め
て
困
難
で
長
い
道
の
り
で

す
。
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
の
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
を

拡
張
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
も
こ
う
し

た
社
会
実
装
に
向
け
た
支
援
を
し
て
い
く
端

緒
を
つ
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
世
界
各
国
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
達
成
を
見
据
え
、
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア

を
最
上
位
の
戦
略
分
野
に
据
え
て
政
策
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
水

素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
を
社
会
実
装
す
る
ま
で
に

は
、
輸
送
、
海
外
の
国
々
と
の
関
係
構
築
、

従
来
は
資
源
・
燃
料
部
の
業
務
内
に
収
ま
っ

て
い
ま
し
た
が
、
改
正
に
よ
っ
て
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
に
も
電
力
・
ガ
ス

事
業
部
に
も
関
係
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
本
省
の
産
業
技
術
環
境
局
の
事

項
と
も
関
連
し
、
そ
の
意
味
で
は
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
、
も
っ
と
言
う
と
経
済
産
業
省
全

体
の
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
お
手
伝
い
す
る
団

体
に
変
わ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
そ
れ
が
外
形

的
な
変
化
で
す
。

　

実
質
的
な
変
化
も
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ

Ｅ
Ｃ
は
な
ぜ
今
、
こ
の
よ
う
な
改
革
を
行
う

必
要
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
研

究
開
発
段
階
で
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
な
か
な
か
社
会
実
装
に
至
ら

な
い
と
い
う
、「
死
の
谷
」「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の

海
」
と
呼
ば
れ
る
問
題
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
は
こ
れ
ま
で
、
こ
の
研
究
開
発
か

ら
社
会
実
装
に
か
け
て
の
政
策
的
な
支
援
が

十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
で

世
界
の
多
様
性
が
浮
き
彫
り
に

Profile
1976年4月通商産業省（現経済産業省）入省。
85年5月在マレーシア日本国大使館一等書記
官、93年6月在ドイツ日本国大使館参事官を
経て2002年6月資源エネルギー庁資源燃料
部長に就く。04年6月資源エネルギー庁次長、
06年7月製造産業局長、09年7月特許庁長官
を歴任。10年8月資源エネルギー庁長官に就
任。11年9月退官後、12年5月みずほコーポ
レート銀行（現みずほ銀行）顧問、15年6月公
益財団法人中東調査会常任理事（現任）、16
年6月JECC代表取締役社長を務める。18年4
月石油天然ガス・金属鉱物資源機構（現エネル
ギー・金属鉱物資源機構）理事長に就任。

(独)石油天然ガス・
金属鉱物資源機構

金属鉱物

地熱

石炭
(独)エネルギー・
金属鉱物資源機構

風力

金属鉱物

を
安定的かつ低廉に
供給する「機構」

日本へ

石油天然ガス
（開発・備蓄）

石油天然ガス
（開発・備蓄）

（開発・備蓄・鉱害防止） （開発・経過）

石炭
（開発・国内探鉱経過）（開発・備蓄・鉱害防止）

地熱

サプライチェーン強化に向けた取組も追加 経済安全保障

法改正により機能は拡大し、組織名（正式名称）も変わるが、組織の根本的な使命・目的は変わらない。

海外探査出資

国内製錬等
出資債務保証

水素・アンモニア
（開発）（調査）

「資源機構」

エネルギー「資源」

不変のDNA 

Japan Oil, Gas and Metals National Corporation Japan Organization for Metals and Energy Security

(JOGMEC)

(JOGMEC)

(JOGMEC)

(JOGMEC)

金属鉱物「資源」

これまで これから CCS 石油・石炭・水素・金属の
安定供給に資するもの

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
国
に
と
っ
て
重
要
戦
略
物

資
で
す
。
利
害
が
対
立
す
れ
ば
取
り
合
い
に

な
り
、
時
に
は
戦
争
が
起
き
ま
す
。
日
本
は

明
治
維
新
で
富
国
強
兵
、
産
業
立
国
を
目
指

し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
資
源
を
獲
得
し
よ

う
と
海
外
に
進
出
し
ま
し
た
。
そ
の
挙
げ
句

が
１
９
４
５
年
の
敗
戦
で
す
。
明
治
維
新
か

ら
敗
戦
ま
で
77
年
の
月
日
が
た
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
敗
戦
か
ら
２
０
２
２
年
ま

で
も
77
年
で
す
。
２
０
２
２
年
と
い
う
年
は
、

蹉
跌
を
乗
り
越
え
よ
み
が
え
っ
た
日
本
が
、

新
た
な
国
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
、
非
常

に
意
味
の
あ
る
77
年
目
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
と
な
っ
た
の
は
２
０
０
４

年
で
す
が
、
前
身
の
金
属
鉱
物
事
業
団
か
ら

数
え
る
と
２
０
２
３
年
は
６
０
周
年
に
当
た

り
ま
す
。
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
自
身
も
還
暦
を
迎

え
、
も
う
一
度
根
っ
こ
か
ら
立
ち
位
置
を
考

え
る
重
要
な
節
目
に
あ
り
ま
す
。

　

日
本
政
府
は
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
も「
何
％

削
減
」
と
い
う
目
標
に
沿
っ
て
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ネ
ッ
ト
ゼ

ロ
と
な
る
と
全
く
別
次
元
で
す
。
Ｃ
Ｏ
２
を

極
限
ま
で
減
ら
し
、
そ
れ
で
も
出
て
く
る
排

出
量
を
相
殺
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
極

め
て
高
い
ハ
ー
ド
ル
で
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
実
現
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
従
来
に
な
い
大

胆
で
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

一
方
で
「
経
済
安
全
保
障
推
進
法
」
が
成

立
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
安
全
保
障
の
概
念

を
前
面
に
出
し
た
政
策
転
換
も
図
ら
れ
て
い

ま
す
。
２
０
２
２
年
に
法
改
正
に
よ
っ
て
Ｊ

Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
の
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
拡
張
し

た
背
景
に
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応
の
必

5
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要
性
が
あ
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

か
つ
て
世
界
に
は
冷
戦
と
い
う
時
代
が
あ

り
ま
し
た
。
冷
戦
が
終
結
し
、
ポ
ス
ト
冷
戦

の
時
代
に
な
る
と
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
対
立

す
る
枠
組
み
が
崩
れ
、
世
界
は
１
つ
に
な
る

と
い
う
考
え
が
浸
透
し
ま
し
た
。
俗
に
言
う

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
で
す
。

経
済
関
係
が
進
化
し
、
人
・
物
・
金
が
自
由

に
移
動
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
世
界
は
均
質
化

し
、
争
い
事
な
ど
は
起
き
な
い
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
実
際
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
残

念
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
破
綻
を
来
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
象
徴

さ
れ
る
通
り
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
ど
こ
ろ
か
、

国
境
や
地
域
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
増

え
て
い
ま
す
。
ポ
ス
ト
冷
戦
の
ス
キ
ー
ム
は

崩
れ
ま
し
た
。
今
の
状
況
を
ポ
ス
ト
冷
戦
の

さ
ら
な
る
あ
と
で
、「
ポ
ス
ト
ポ
ス
ト
冷
戦
」

と
呼
ぶ
人
も
い
ま
す
。

　

人
・
物
・
金
の
う
ち
、
物
と
金
は
自
由
に

動
き
ま
す
。
し
か
し
人
は
そ
う
は
い
き
ま
せ

ん
。
人
に
は
思
い
が
あ
り
ま
す
。
歴
史
も
宗

教
も
様
々
で
す
。
均
質
化
に
よ
っ
て
理
想
の

世
界
が
出
来
上
が
る
と
い
う
発
想
に
は
無
理

が
あ
り
ま
し
た
。
欧
州
が
移
民
問
題
で
大
変

苦
労
し
て
い
る
の
も
そ
の
１
つ
の
表
れ
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
や
民
族
が
持
つ
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
尊
重
し
、
均
質
性
よ
り
も
多
様
性

を
重
視
す
る
と
い
う
の
が
今
の
流
れ
で
す
。

　

世
界
の
価
値
観
が
均
一
で
は
な
い
こ
と
を

日
本
の
石
油
・
ガ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
を

Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

象
徴
す
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。
２
０
２
２
年

10
月
、
国
連
総
会
は
緊
急
特
別
会
合
を
開
き
、

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
領
土
保
全
：
国
連
憲
章
の

原
則
の
擁
護
」
と
題
し
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
東
部
４
州
で
実
施
し
た
住
民
投
票
と
ロ

シ
ア
へ
の
併
合
は
違
法
だ
と
非
難
す
る
決
議

を
行
い
ま
し
た
。
日
本
人
の
感
覚
か
ら
す
る

と
、
ロ
シ
ア
が
一
方
的
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
侵

略
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
ど
の
国
も
賛
成

す
る
は
ず
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
実
際
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

賛
成
し
た
の
は
日
本
や
米
国
な
ど
１
４
３
カ

国
で
す
。
ロ
シ
ア
や
ベ
ラ
ル
ー
シ
な
ど
５
カ

国
が
反
対
し
、
35
カ
国
は
棄
権
、
10
カ
国
は

投
票
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

単
純
な
国
の
数
で
な
く
、国
内
総
生
産（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
ベ
ー
ス
で
見
る
と
賛
成
は
72
％
、
そ

の
他
が
28
％
と
な
り
ま
す
。
人
口
ベ
ー
ス
で

は
賛
成
が
45
％
、
そ
の
他
が
55
％
と
、
反
露

の
姿
勢
を
明
確
に
示
し
た
国
は
半
分
に
も
届

き
ま
せ
ん
。
全
く
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
は
な
い

の
で
す
。
世
界
の
人
々
は
同
じ
思
い
を
持
つ

と
い
う
発
想
が
、
い
か
に
事
実
と
異
な
る
か

を
示
す
事
例
だ
と
思
い
ま
す
。

と
は
民
間
に
」「
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地

方
に
」
と
い
う
基
本
理
念
の
下
で
構
造
改
革

を
推
進
し
ま
し
た
。
そ
の
代
表
例
が
郵
政
改

革
で
あ
り
道
路
公
団
民
営
化
な
ど
で
す
。
そ

の
過
程
で
石
油
公
団
も
や
り
玉
に
挙
げ
ら
れ
、

廃
止
の
議
論
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

当
時
の
石
油
公
団
に
是
正
す
べ
き
点
が

あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
。
責
任
主
体
の
明

確
で
な
い
開
発
が
多
か
っ
た
り
、
資
産
管
理

が
あ
い
ま
い
だ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
、
小
泉
改
革
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
概
念
を
置
き
去
り
に
し
た
ま
ま
、

ほ
と
ん
ど
議
論
も
な
く
、
石
油
公
団
を
廃
止

カーボンニュートラル

〈グリーン社会の実現〉
我が国は、2050年までに、温室効果ガスの排
出を全体としてゼロにする、すなわち2050年
カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目
指すことを、ここに宣言いたします。

（中略）

省エネルギーを徹底し、再生可能エネルギー
を最大限導入するとともに、安全最優先で原子
力政策を進めることで、安定的なエネルギー供
給を確立します。長年続けてきた石炭火力発
電に対する政策を抜本的に転換します。

出典：METI総合資源エネルギー調査会 基本政策分科会資料
出典：資源エネルギー庁HPより作成

排出 2050年
排出＋吸収・除去で
実質0トン

除去

排出量と
吸収・除去の
差し引きゼロ

全体としてゼロ

排出

排出
削減

吸収・
除去

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
面
か
ら
、

改
め
て
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
の
立
ち
位
置
を
確
認

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
に
は
な

ぜ
こ
う
い
う
機
構
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

世
界
の
石
油
・
ガ
ス
開
発
プ
レ
ー
ヤ
ー
を

見
れ
ば
、
米
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
、
米
シ
ェ

ブ
ロ
ン
、
英
シ
ェ
ル
、
英
Ｂ
Ｐ
、
仏
ト
タ
ル

エ
ナ
ジ
ー
ズ
な
ど
石
油
メ
ジ
ャ
ー
と
呼
ば
れ

る
非
常
に
有
力
な
民
間
企
業
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ア
ラ
ブ
首
長
国

連
合
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）、
ロ
シ
ア
、
中
国
な
ど
産

油
国
や
産
ガ
ス
国
に
は
強
大
な
国
営
企
業
が

あ
り
ま
す
。

　

日
本
に
お
い
て
同
業
と
な
る
プ
レ
ー
ヤ
ー

は
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
や
石
油
資
源
開
発
（
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｘ
）、
Ｊ
Ｘ
石
油
開
発
、
三
井
石
油
開
発
、

出
光
興
産
な
ど
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
世
界

の
メ
ジ
ャ
ー
や
国
営
企
業
に
太
刀
打
ち
で
き

る
よ
う
な
技
術
力
、
資
金
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。

民
間
の
自
主
性
だ
け
に
任
せ
て
い
て
は
、
日

本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
を
十
分
に
確
保
で

き
な
い
と
い
う
危
機
感
か
ら
、
資
金
や
技
術

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
の
よ

う
な
機
構
が
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

　

か
つ
て
小
泉
純
一
郎
元
首
相
は
「
改
革

な
く
し
て
成
長
な
し
」「
民
間
に
で
き
る
こ

6
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的
確
に
把
握
し
た
上
で
対
応
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
ひ
と
つ
だ
け
皆
様
に
理
解
い
た
だ

き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
リ
ス

ク
マ
ネ
ー
」
の
意
味
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
も

メ
タ
ル
も
、
そ
の
開
発
と
い
う
の
は
、
い
く

ら
事
前
の
サ
ー
ベ
イ
を
尽
し
て
も
「
掘
っ
て

み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
要
素
の
あ

る
事
業
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
そ
れ
を
行
う

こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
支
援
す
る
と
い
う
こ

と
は
「
当
た
り
は
ず
れ
」
が
避
け
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
も
、
は
ず
れ
は
比

較
的
す
ぐ
分
か
る
も
の
の
、
当
た
り
と
な
っ

て
成
果
が
出
る
の
に
は
相
当
な
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
従
っ
て
、
法
人
と
し
て
は
損
が
先

に
立
ち
、
収
益
は
ず
っ
と
あ
と
に
な
る
と
い

う
財
務
的
宿
命
を
負
っ
て
い
ま
す
。
制
度
上
、

年
度
毎
に
Ｂ
／
Ｓ
な
ど
を
評
価
さ
れ
る
た
め
、

往
々
に
し
て
「
公
金
を
使
い
な
が
ら
損
失
を

出
す
の
は
け
し
か
ら
ん
」
と
の
お
叱
り
を
い

た
だ
く
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
是
非
長
い

目
で
評
価
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
も
そ
れ
を
念
頭
に
、
適
切
な
資
産
管

理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
は
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｘ
）
の
実
現
に
向
け
て
、
多
額

の
予
算
も
用
意
さ
れ
、
大
々
的
に
政
策
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
持
っ
て
い
る

強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
日
本
が
向
か
う
べ

き
方
向
へ
と
進
む
こ
と
に
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
す
。

す
る
方
向
に
突
っ
走
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

当
時
、
石
油
公
団
を
所
管
す
る
担
当
課
の

課
長
だ
っ
た
私
は
、
公
団
が
持
つ
意
義
を
忘

れ
、
日
本
道
路
公
団
や
「
か
ん
ぽ
の
宿
」
と

同
列
で
石
油
公
団
を
つ
ぶ
す
方
向
に
走
っ
て

い
る
こ
と
に
大
き
な
危
機
感
を
覚
え
ま
し
た
。

実
際
、
石
油
公
団
と
金
属
鉱
物
事
業
団
と
の

統
合
で
発
足
し
た
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
は
当
初
、

か
な
り
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
も
制
約
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

安
心
・
信
頼
で
き
る
国
と
の

関
係
構
築
も
重
要
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

　

そ
の
後
、
必
要
な
機
能
の
充
実
が
図
ら
れ

て
今
日
に
至
っ
て
お
り
、
今
で
は
、
世
界
の

各
国
が
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
の
よ
う
な
機
構
を
つ

く
り
た
い
と
言
い
始
め
て
い
ま
す
。
海
外
か

ら
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
に
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が

き
ま
す
。
か
つ
て
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
や
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ

Ａ
）
か
ら
「
日
本
の
産
業
政
策
は
市
場
に
介

入
し
て
い
る
」
と
非
難
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

知
る
私
か
ら
す
る
と
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

分
は
欧
州
の
国
と
言
え
ま
す
。
欧
州
と
い
う

の
は
ル
ー
ル
や
ス
キ
ー
ム
を
大
事
に
す
る
文

化
で
す
か
ら
、
ロ
シ
ア
も
契
約
概
念
に
従
っ

た
行
動
を
す
る
国
だ
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
結
果
は
ご
存
じ
の
通
り

で
す
。

　

一
方
、
世
界
に
は
ル
ー
ル
も
ス
キ
ー
ム
も

関
係
な
く
、
国
益
の
た
め
に
は
事
実
を
ね
じ

曲
げ
て
で
も
力
で
対
応
す
る
と
い
う
国
も
あ

り
ま
す
。
よ
く
見
極
め
て
関
係
を
つ
く
っ
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

安
倍
晋
三
政
権
が
「
イ
ン
ド
太
平
洋
」
と

い
う
概
念
を
打
ち
出
し
、日
本
、米
国
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
４
カ
国
に
よ
る
「
Ｑ

ｕ
ａ
ｄ
（
ク
ア
ッ
ド
）」
の
枠
組
み
を
構
築

し
た
の
は
大
変
立
派
な
功
績
で
す
。
価
値
観

が
似
て
い
て
安
心
・
信
頼
で
き
る
国
と
う
ま

く
付
き
合
っ
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
で
す
。
も
う
１
つ
重
要
な
こ
と
は
、

多
様
な
オ
プ
シ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
で
す
。
資

源
の
な
い
国
に
お
い
て
は
「
あ
れ
は
ダ
メ
」

「
こ
れ
は
ダ
メ
」
と
言
わ
ず
、
多
く
の
オ
プ

シ
ョ
ン
を
備
え
る
の
で
す
。
そ
れ
自
体
が
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
で
す
。
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
は
拡
大

い
た
だ
い
た
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
十
二
分
に

活
か
し
、
国
民
の
付
託
に
応
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
の
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
が
完
成
し
た
最
終
形

だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
時
代
の

変
化
に
よ
っ
て
、
持
つ
べ
き
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ

ン
が
出
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ニ
ー
ズ
を

　
新
た
な
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
追
加
さ
れ
、

Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
は
今
後
も
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
資
源
の
確
保
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
必
要
と
さ
れ
る
も
の
を

必
要
な
形
で
日
本
に
持
っ
て
く
る
と
い
う
の

が
我
々
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
あ
り
、
こ
の
延
長
線
上

に
あ
る
も
の
に
は
果
敢
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

個
人
的
に
は
石
油
や
天
然
ガ
ス
も
ま
だ
必

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
水
素
や
ア
ン
モ
ニ

ア
は
二
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
か
ら
、
何
か
ら

作
る
か
が
問
題
で
す
。
米
国
や
欧
州
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
っ
て
作
る「
グ
リ
ー
ン
水
素
」や「
グ
リ
ー

ン
ア
ン
モ
ニ
ア
」
の
開
発
に
向
け
莫
大
な
支

援
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
実
現
す

る
の
は
そ
う
遠
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
化
石
燃
料
の
改
質
に
よ
っ
て
生
成

し
、
排
出
す
る
Ｃ
Ｏ
２
を
回
収
・
貯
留
す
る

「
ブ
ル
ー
水
素
」
も
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
実
現
に
向
け
て
重
要
な
ツ
ー
ル
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
は
グ
リ
ー
ン

か
ブ
ル
ー
か
は
問
わ
ず
、
可
能
性
の
あ
る
事

業
は
す
べ
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
色 

々
な
国
と
の
関
係
構
築
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

重
要
な
の
は
信
頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
事

業
を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
は
考
え
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
ロ
シ

ア
は
欧
州
と
ア
ジ
ア
に
ま
た
が
る
国
で
、
半
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コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
財
団
が
２
０
２
２
年
11
月
30
日
に
発

表
し
た
「
コ
ー
ジ
ェ
ネ
大
賞
２
０
２
２
」
受

賞
案
件
の
表
彰
式
を
開
催
。
民
生
用
・
産
業

用
・
技
術
開
発
の
３
部
門
で
「
理
事
長
賞
」

を
獲
得
し
た
案
件
の
代
表
者
が
登
壇
し
、
取

り
組
み
を
発
表
し
た
。
電
気
と
熱
を
同
時
に

生
み
出
す
コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ス
テ
ム
は
省
エ
ネ
・

省
コ
ス
ト
・
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
優
れ
る
上
に
、
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
性
の
向
上
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
調
整
役
も
果
た
し
、
分
散
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
核
と
な
る
存
在
だ
。
そ
の

価
値
を
活
か
す
多
様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
全

国
各
地
で
進
行
し
つ
つ
あ
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
熱
電
併
給
）
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性

に
つ
い
て
社
会
へ
の
認
知
を
図
り
、
普
及
促

進
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
「
コ
ー
ジ
ェ

ネ
大
賞
」
を
発
表
し
て
い
る
。
毎
年
、
応
募

案
件
の
中
か
ら
新
規
性
・
先
導
性
・
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
性
な
ど
に
優
れ
た
コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ス

テ
ム
を
選
定
し
表
彰
し
て
い
る
。

　

11
回
目
と
な
る
２
０
２
２
年
度
の
コ
ー

ジ
ェ
ネ
大
賞
に
は
全
国
か
ら
多
数
の
応
募
が

あ
っ
た
。
そ
の
中
か
ら
、
ま
ず
学
識
経
験
者

と
コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
会
員
企
業
で
構
成
す
る

「
作
業
部
会
」
で
予
備
審
査
を
行
っ
た
。
さ

ら
に
５
人
の
学
識
経
験
者
で
構
成
す
る
「
選

考
会
議
」
で
総
合
評
価
を
行
い
、「
民
生
用

部
門
」「
産
業
用
部
門
」「
技
術
開
発
部
門
」

選
考
会
議
委
員
長
の
山
地
憲
治　
公
益
財
団
法
人
地
球
環
境
産

業
技
術
研
究
機
構
理
事
長

し
て
き
て
い
る
。
今
回
も
先
進
的
な
取
り
組

み
や
工
夫
を
凝
ら
し
た
内
容
を
応
募
い
た
だ

い
た
」
と
全
体
の
レ
ベ
ル
上
昇
を
評
価
し
た
。

　

続
け
て
、「
我
が
国
は
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
給
構
造
の
見
直
し
や
省
エ
ネ
・
省
Ｃ

Ｏ
２
へ
の
取
り
組
み
加
速
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
期
に

お
い
て
速
効
性
の
あ
る
省
エ
ネ
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
上
に
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
向
上
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
整
役
を
も
果
た
す
。

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
重
要
パ
ー

ツ
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
大
賞
が
コ
ー

ジ
ェ
ネ
の
さ
ら
な
る
普
及
促
進
に
貢
献
す
る

こ
と
を
祈
念
す
る
」
と
期
待
感
を
示
し
た
。

の
各
部
門
で
、「
理
事
長
賞
」「
優
秀
賞
」「
特

別
賞
」
計
16
件
の
受
賞
案
件
を
決
定
し
た
。

　

選
考
会
議
の
委
員
長
を
務
め
た
公
益
財
団

法
人
地
球
環
境
産
業
技
術
研
究
機
構
の
山
地

憲
治
理
事
長
は
選
考
講
評
の
た
め
に
登
壇
し
、

「
応
募
内
容
は
年
々
多
岐
に
わ
た
り
、
充
実

省エネやレジリエンス性向上など
提供価値を活かす先進的な取り組みが進む

民
生
用
部
門
の
理
事
長
賞　

積
雪
寒
冷
地
の
特
性
を
踏
ま
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
的
利
用
、

Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ・再
エ
ネ
を
活
用
し
た
、省
エ
ネ
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

～
46
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
の
導
入
事
例
～（
北
海
道
札
幌
市
）

北
海
道
ガ
ス（
株
）

　

民
生
用
部
門
の
理
事
長
賞
は
、
北
海
道
ガ

ス
が
札
幌
市
北
４
東
６
周
辺
地
区
で
進
め
た

再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
受
賞
し
た
。

　

同
社
の
工
場
跡
地
で
あ
る
４
・
１
ha
の
敷

地
に
体
育
館
、
医
療
・
福
祉
施
設
、
共
同
住
宅
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
が
建
設
さ
れ
た
。
併

せ
て
天
然
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
３
１
５
kW
２
台

と
太
陽
集
熱
器
や
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
な

ど
を
導
入
し
た「
46
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」

を
整
備
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
用
途
の
異
な
る
複
数
建
物

に
熱
と
電
気
を
一
元
的
に
供
給
し
、
負
荷
の

平
準
化
と
効
率
的
運
用
を
実
現
す
る
。
通
常

は
利
用
が
難
し
い
40
℃
程
度
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ

コージェネ大賞2022
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北
海
道
ガ
ス　
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

グ
ル
ー
プ
の
奥
山
憲
司
副
課
長

旭
化
成　
延
岡
動
力
部
動
力
課
の
弓
削
輝
泰
課
長

の
排
熱
も
融
雪
温
水
と
し
て
利
用
す
る
。
そ

の
結
果
、
年
間
総
合
効
率
77
・
１
％
、
一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
率
24
・
１
％
を
達
成
し
た
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
タ
ー

ト
仕
様
で
、
災
害
に
よ
る
停
電
時
に
も
街
区

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
。
冬
季
に
は
暖

房
が
必
須
な
寒
冷
地
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

発
電
電
力
の
一
部
を
利
用
し
熱
供
給
を
可
能

と
す
る
な
ど
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
性
を
高
め
た
。

　

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
（
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
を
導
入
し
、
需
要
予
測
や

実
績
に
基
づ
き
需
給
を
制
御
す
る
。「
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
見
え
る
化
」
や
「
省
エ
ネ
ア
ド
バ

イ
ス
」
等
で
利
用
者
の
省
エ
ネ
行
動
も
喚
起

す
る
。

　

需
給
逼
迫
時
は
節
電
や
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
を

呼
び
か
け
る
。
過
去
４
回
実
施
し
た
デ
マ
ン

ド
レ
ス
ポ
ン
ス
で
は
、
応
諾
世
帯
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
削
減
率
が
28
％
に
達
し
た
と
い
う
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
グ
ル
ー
プ
の
奥
山
憲
司
副
課
長
は

「
分
散
型
電
源
の
最
大
活
用
モ
デ
ル
と
し
て
、

他
の
地
方
中
核
都
市
や
積
雪
寒
冷
地
で
も
展

開
し
得
る
」
と
波
及
効
果
に
期
待
を
示
し
た
。

電
力
需
要
の
変
化
に
対
し
柔
軟
な
制
御
が
可

能
で
、
従
来
シ
ス
テ
ム
で
常
時
発
生
し
て
い

た
放
熱
ロ
ス
を
抑
制
し
、
総
合
運
転
効
率
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
自
家
発
電

設
備
群
の
出
力
調
整
レ
ス
ポ
ン
ス
ス
ピ
ー
ド

の
向
上
と
、
電
力
調
整
幅
の
拡
大
に
も
貢
献

す
る
。

　

２
０
１
８
年
に
は
、
天
然
ガ
ス
の
安
定
し

た
供
給
体
制
を
構
築
す
る
狙
い
で
、
旭
化
成

の
ほ
か
宮
崎
ガ
ス
、
大
阪
ガ
ス
、
九
州
電
力
、

日
本
ガ
ス
が
出
資
し
、
ひ
む
か
エ
ル
エ
ヌ

ジ
ー
を
設
立
し
た
。
天
然
ガ
ス
供
給
に
必
要

な
Ｌ
Ｎ
Ｇ
内
航
船
の
受
け
入
れ
基
地
の
建
設

や
約
６
㎞
に
及
ぶ
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
敷

設
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
行
っ
た
。

　

旭
化
成
延
岡
動
力
部
動
力
課
の
弓
削
輝
泰

課
長
は
「
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ス

再
開
発
し
た
札
幌
市
北
４
東
６
周
辺
地
区
。｢

46
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
」が
電
力
と
熱
を
供
給
す
る
。ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
タ
ー
ト（
Ｂ

Ｏ
Ｓ
）仕
様
で
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
性
も
高
い

産
業
用
部
門
の
理
事
長
賞

地
域
の
天
然
ガ
ス
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
に
よ
る

低
炭
素
で
再
エ
ネ
需
給
調
整
に
適
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築

～
旭
化
成
延
岡
地
区
へ
の
導
入
事
例
～（
宮
崎
県
延
岡
市
）

旭
化
成（
株
）／（
株
）ひ
む
か
エ
ル
エ
ヌ
ジ
ー
／
Ｄａ
ｉｇ
ａｓ
エ
ナ
ジ
ー（
株
）

　

産
業
用
部
門
の
理
事
長
賞
は
２
件
が
選
定

さ
れ
た
。

　

１
件
は
旭
化
成
、
ひ
む
か
エ
ル
エ
ヌ
ジ
ー
、

Ｄ
ａ
ｉ
ｇ
ａ
ｓ
エ
ナ
ジ
ー
が
申
請
し
た
旭
化

成
延
岡
地
区
へ
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
事
例
だ
。

　

旭
化
成
発
祥
の
地
で
あ
る
延
岡
支
社
は
、

グ
ル
ー
プ
最
大
の
生
産
拠
点
と
し
て
繊
維
、

基
礎
化
学
品
、
樹
脂
・
医
療
品
原
料
、
メ
デ
ィ

カ
ル
製
品
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
品
な
ど

を
製
造
す
る
。
地
区
内
に
水
力
発
電
所
９
基
、

火
力
発
電
所
４
基
と
自
営
線
を
所
有
し
、
使

用
電
力
の
90
％
を
自
給
し
て
い
る
。

　

旭
化
成
は
Ｃ
Ｏ
２
削
減
や
省
エ
ネ
、
電
力

系
統
の
安
定
性
向
上
を
目
的
に
、
石
炭
を
主

燃
料
と
す
る
第
３
火
力
発
電
所
を
、
３
万 

７
０
０
０
kW
の
天
然
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
コ
ー

ジ
ェ
ネ
に
更
新
し
た
。
新
た
に
導
入
し
た
ガ

ス
タ
ー
ビ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
、
蒸
気
需
要
や

旭
化
成
延
岡
支
社
は
保
有
す
る
火
力
発
電
所
１
基
を
ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
更
新
し
た
。電
気
と
蒸
気
を
支
社
内
の
複
数
工

場
間
で
効
率
的
に
活
用
す
る

9
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テ
ム
は
２
０
２
２
年
の
竣
工
後
、
延
岡
地
区

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
要
と
し
て
順
調
に
稼

働
し
て
い
る
。
安
定
的
な
ガ
ス
供
給
体
制
の

構
築
と
高
効
率
シ
ス
テ
ム
の
採
用
に
よ
り
、

年
間
16
万
ｔ
も
の
大
幅
な
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
実

現
し
た
」
と
成
果
を
示
し
た
。

　

日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ　

環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
ク
タ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
本
部

計
画
技
術
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
オ
ン
サ
イ
ト
計

画
技
術
室
の
田
口
大
樹
シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

は
「
既
存
設
備
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
電
力
と
し
て
有
効
活
用
す
る
こ
と
で

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
後
押
し
で

き
る
。
今
後
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
あ
り
方
の
１

つ
の
理
想
形
を
具
現
化
し
た
モ
デ
ル
だ
」
と

説
明
し
た
。

日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ　
環
境・エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ク
タ
ー
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
本
部
計
画
技
術
部
エ
ネ
ル
ギ
ー・オ
ン
サ
イ
ト
計
画

技
術
室
の
田
口
大
樹
シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

天
然
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
共
存
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
へ
の
貢
献

～
味
の
素 
川
崎
事
業
所
で
の
改
善
事
例
～（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）／
味
の
素（
株
）

　

産
業
用
部
門
理
事
長
賞
を
受
賞
し
た
も
う

１
件
は
、
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
味
の

素
が
申
請
し
た
、
味
の
素
川
崎
事
業
所
で
の

取
り
組
み
だ
。

　

味
の
素
川
崎
事
業
所
は
、
約
37
万
㎡
の
敷

地
に
川
崎
工
場
や
研
究
開
発
機
能
、
関
係
グ

ル
ー
プ
会
社
が
集
積
し
、
多
種
多
様
な
製
品

を
製
造
す
る
。

　

同
事
業
所
で
は
省
エ
ネ
・
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を

目
的
と
し
て
、
２
０
０
７
年
時
点
で
最
高
効

率
を
誇
る
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
６
台

を
導
入
し
て
い
た
。
こ
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
を

可
能
な
限
り
フ
ル
稼
働
さ
せ
、
必
要
電
力
を

１
０
０
％
自
家
発
電
で
ま
か
な
い
、
排
熱
を

蒸
気
や
温
水
と
し
て
工
場
内
で
利
用
し
て
い

る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
供
給
で
き
る
電
力
・
熱

を
商
用
系
統
か
ら
給
電
、
熱
源
機
か
ら
熱
供

給
し
た
場
合
と
比
較
し
た
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

削
減
率
は
21
・
５
％
と
高
い
省
エ
ネ
性
を
実

現
す
る
。

　

制
度
改
正
に
よ
り
、
複
数
の
発
電
機
を

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
運
用
す
る
事
業

所
で
も
、
電
力
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
と
し
て

「
厳
気
象
対
応
調
整
力
の
提
供
に
関
す
る
契

約
」
が
締
結
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

改
正
を
受
け
、
２
０
２
２
年
に
ガ
ス
エ
ン
ジ

ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
６
台
を
調
整
力
電
源
に
登
録

し
、
電
力
逼
迫
時
に
事
業
所
外
に
電
力
を
供

給
し
て
い
る
。
猛
暑
だ
っ
た
２
０
２
２
年
７

月
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
５
回
、
調
整
力
の
提

供
を
実
施
し
た
。

味
の
素
川
崎
事
業
所
で
は
２
０
０
７
年
に
導
入
し
た
ガ
ス
コ
ー

ジ
ェ
ネ
６
台
の
発
電
予
備
力
を
調
整
力
電
源
に
登
録
し
た
。

２
０
２
２
年
７
月
～
８
月
に
は
５
回
の
調
整
力
提
供
を
行
っ
た

技
術
開
発
部
門
の
理
事
長
賞

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
発
電
効
率
を
実
現
し
た

４
２
０
kW
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

東
京
ガ
ス（
株
）／
ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム（
株
） 

東
京
ガ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）

　

技
術
開
発
部
門
の
理
事
長
賞
は
、
東
京
ガ

ス
、
ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
、
東

京
ガ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
が
共
同
開
発
し
た
４
２
０
kW
級
ガ
ス

コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ス
テ
ム
「
Ｅ
Ｐ
４
２
０
Ｇ
」

が
受
賞
し
た
。
全
国
に
１
７
０
台
の
導
入
実

績
を
誇
る
３
７
０
kW
級
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ

ス
テ
ム
「
Ｅ
Ｐ
３
７
０
Ｇ
」
を
ベ
ー
ス
に
、

さ
ら
な
る
高
出
力
化
と
高
効
率
化
を
実
現
し

た
製
品
だ
。

　

開
発
過
程
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
エ
ン
ジ
ン

燃
焼
技
術
の
蓄
積
や
経
験
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆

使
し
、
高
効
率
過
給
機
の
採
用
、
ピ
ス
ト
ン

燃
焼
室
・
副
室
形
状
の
変
更
な
ど
に
よ
り
燃

焼
の
最
適
化
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
発
電

効
率
42
・
６
％
と
、
既
に
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

だ
っ
た
従
来
機
の
41
・
０
％
か
ら
さ
ら
に
効

率
を
ア
ッ
プ
し
、
同
出
力
帯
に
お
い
て
世
界

最
高
ク
ラ
ス
の
発
電
効
率
を
達
成
し
た
。
こ

の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
約
33
％
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出

全国に約170台の導入実績を持つ｢EP370G｣を
ベースに開発した420kW級ガスコージェネシステ
ム「EP420G」。従来品を上回る発電効率42.6％を
実現した

10
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産業用部門

技術開発部門は
理事長賞１件、優秀賞2件、特別賞1件が受賞

技術開発部門

民生用部門は
理事長賞1件、優秀賞3件、特別賞2件が受賞

民生用部門

産業用部門は
理事長賞2件、優秀賞2件、特別賞2件が受賞

■ その他受賞者
案件名 申請者

民
生
用
部
門

優秀賞

水素社会を見据えた分散型電源と統合エネルギーマネジメントによる広域的省
CO2化プロジェクト～安藤ハザマ 技術研究所への導入事例～（茨城県つくば市）

（株）安藤・間
日本ファシリティ・ソリューション（株）

BOSコージェネ及びバイオガスコージェネの導入と次世代BEMS最適制御システ
ムの構築～セブンパーク天美への導入事例～（大阪府松原市）

（株）セブン＆アイ・クリエイトリンク
（株）竹中工務店／Daigasエナジー（株）

練馬区と順天堂練馬病院で連携した地域コージェネレーションシステム整備による
非常時のエネルギーセキュリティの確保
～順天堂練馬病院での改善事例～（東京都練馬区）

順天堂大学医学部附属練馬病院
東京ガスエンジニアリングソリューションズ（株） 
練馬区役所／清水建設（株）

特別賞

久留米市庁舎のコージェネレーションシステムを活用した空調改修
（福岡県久留米市） 久留米市／久留米ガス（株）

コージェネ・地域熱供給・蓄熱槽複合熱源システムによる低炭素化・レジリエンス向
上～京急グループ本社への導入事例～（神奈川県横浜市） 大成建設（株）一級建築士事務所

産
業
用
部
門

優秀賞

CGSによる社会経済活動維持に資する需要家へのBCP強化と地域貢献
～コープフーズ石狩食品工場への導入事例～（北海道石狩市）

東京都市サービス（株）
生活協同組合コープさっぽろ

CGSを核としたエネルギーシステムの更新によるCO2排出量の削減
～株式会社ＳＵＢＡＲＵにおける改善事例～（群馬県太田市・栃木県宇都宮市）

（株）ＳＵＢＡＲＵ
東京ガスエンジニアリングソリューションズ（株）

特別賞

地方都市における被災教訓を生かした停電対応型CGS導入
～株式会社フレスタへの導入事例～（広島県広島市）

（株）フレスタ／広島ガス（株）
ヤンマーエネルギーシステム（株）

食品リサイクル施設へのコージェネレーション適用
～Jバイオフードリサイクルへの導入事例～（神奈川県横浜市）

（株）Jバイオフードリサイクル
JFEエンジニアリング（株）

技
術
開
発
部
門

優秀賞

高発電効率とBCP性能に長じた800kW級ガスエンジンコージェネレーションパッ
ケージの開発～SGP M850の開発～

三菱重工エンジン＆ターボチャージャ（株）
Daigasエナジー（株）

水素30％混焼追焚バーナ付排熱ボイラの製品化 川重冷熱工業（株）／川崎重工業（株）
Daigasエナジー（株）／中外炉工業（株）

特別賞 LPWA無線通信を利用したクラウド型家庭用燃料電池「エネファーム」の開発 パナソニック（株）エレクトリックワークス社

東
京
ガ
ス 

カ
ス
タ
マ
ー
＆
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー 

法
人
営
業
本
部
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
技
術
部
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

技
術
グ
ル
ー
プ
の
呑
海
敬
祐
氏

量
を
約
49
％
削
減
す
る
効
果
が
期
待
で
き
る

と
い
う
。

　

高
効
率
化
を
達
成
し
つ
つ
、
脱
硝
装
置
な

し
で
窒
素
酸
化
物
（
Ｎ
Ｏ
ｘ
）
の
排
出
濃
度

を
東
京
都
条
例
が
定
め
る
２
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
以

下
と
し
た
の
も
特
徴
だ
。
ま
た
、
高
出
力
化

に
伴
い
、
従
来
機
よ
り
も
大
型
の
ガ
ス
圧
縮

機
を
採
用
し
た
が
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
内
部
構
造

の
見
直
し
と
配
置
の
最
適
化
に
よ
っ
て
従
来

機
と
同
等
の
設
置
面
積
を
維
持
し
た
。
従
来

機
を
導
入
す
る
顧
客
の
リ
プ
レ
ー
ス
需
要
に

も
対
応
可
能
だ
。

　

東
京
ガ
ス
カ
ス
タ
マ
ー
＆
ビ
ジ
ネ
ス
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
法
人
営
業
本
部

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
技
術
部
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
技
術
グ
ル
ー
プ
の
呑
海
敬
祐
氏
は

「
高
い
省
エ
ネ
性
、
省
Ｃ
Ｏ
２
性
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対

応
性
能
を
持
つ
Ｅ
Ｐ
４
２
０
Ｇ
は
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
分
散
型

電
源
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
」
と
強
調

し
た
。
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国際的な枠組み構築し
エネルギー安定供給の確保を

「カーボンニュートラルがもたらす需給構造の大変革」をテーマとする鼎談では、キヤノングローバル戦略研
究所研究主幹で内閣官房参与の今井尚哉氏、ヴェオリア・ジャパン代表取締役会長の野田由美子氏が登壇
した。コーディネーター役を柏木孝夫コージェネ財団理事長が務め、需給逼迫による価格高騰などで混迷す
るエネルギー市場の現状を語り合った。日本がエネルギーセキュリティを確保する方法、カーボンニュート
ラルへのトランジションを進めながら経済成長を果たす道筋などについて議論が進んだ。

カーボンニュートラルがもたらす需給構造の大変革

12
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柏
木
孝
夫
　
日
本
を
始
め
、
世
界
各
国
が

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
て
走

り
出
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危

機
を
機
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

も
改
め
て
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
状
況
を
ど
う
見
て
い
ま

す
か
。

今
井
尚
哉
氏（
以
下
敬
称
略
）　

エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
日
本
は
40
年
ぶ
り
の

イ
ン
フ
レ
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ

の
原
因
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
は

な
く
、
脱
炭
素
だ
と
思
い
ま
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
潮
流
が
進
む

中
で
、
各
国
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
ガ
ス
田
や

油
田
の
開
発
は
抑
制
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
２
０
２
１
年
に
は
欧
州
で
吹
く
偏
西
風

が
弱
く
、
風
力
発
電
が
不
調
で
期
待
通
り
の

電
力
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
英
国
は
あ

わ
て
て
排
出
権
を
買
い
、
石
炭
火
力
発
電
で

穴
埋
め
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
途
上
国
は
発

展
の
た
め
に
石
炭
や
ガ
ス
を
ど
ん
ど
ん
使
っ

て
い
ま
す
。
供
給
が
減
り
、
需
要
が
増
え
、

世
界
的
に
〝
玉
〞
が
足
り
な
い
状
態
で
す
か

ら
イ
ン
フ
レ
が
起
き
る
の
は
必
然
で
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
と
は
、
究
極
的
に

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
余
ら
せ
る
こ
と
で
す
。
長

期
的
に
脱
炭
素
へ
進
む
と
し
て
も
、
今
は
玉

（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
を
用
意
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
２
０
２
１
年
に
カ
タ
ー
ル

と
の
年
間
５
５
０
万
ｔ
規
模
の
液
化
天
然
ガ

ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
の
長
期
購
入
契
約
を
打
ち
切

り
ま
し
た
が
、
日
本
も
ま
だ
ガ
ス
は
必
要
で

し
ょ
う
。

柏
木
　
ヴ
ェ
オ
リ
ア
は
フ
ラ
ン
ス
に
本
拠
地

を
置
く
企
業
で
す
。
欧
州
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
し
て
ど
ん
な
動
き
が
あ

り
ま
す
か
。

野
田
由
美
子
氏
（
以
下
敬
称
略
）　

ウ
ク

ラ
イ
ナ
危
機
以
降
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま

す
。
気
候
変
動
問
題
に
対
応
す
る
グ
リ
ー
ン

デ
ィ
ー
ル
を
堅
持
し
つ
つ
、
安
定
供
給
を
ど

う
確
保
す
る
か
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
は
安
全
保
障
の
対
応

策
と
し
て
「
リ
パ
ワ
ー
Ｅ
Ｕ
」
と
い
う
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
公
表
し
ま
し
た
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
の
多
角
化
や
再
エ
ネ
推
進
の
加
速

に
加
え
、
需
要
サ
イ
ド
に
働
き
か
け
省
エ
ネ

も
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

重
要
分
野
と
し
て
取
り
組
む
の
が
住
宅
用

暖
房
や
運
輸
で
の
省
エ
ネ
で
す
。
さ
ら
に
長

期
的
に
は
す
べ
て
の
建
物
の
省
エ
ネ
性
能
の

基
準
を
義
務
づ
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も
付
与
し
、
供
給
サ
イ
ド
の

対
応
に
需
要
サ
イ
ド
の
対
応
を
加
え
て
気
候

変
動
問
題
へ
の
対
応
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
両
立
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
の
原
因
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
で
な
く
脱
炭
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
、

カ
ギ
は
水
素
化

柏
木
　
世
界
で
は
、
エ
リ
ア
で
バ
ラ
ン
ス
よ

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
実
現
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
Ｅ
Ｕ
の
場
合
、
ド
イ

ツ
が
今
も
３
割
を
石
炭
火
力
に
頼
る
な
ど
、

１
国
で
は
得
意
な
電
源
に
集
中
し
て
い
ま
す

が
、
Ｅ
Ｕ
全
体
で
は
見
事
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ

ラ
ン
ス
で
す
。

　

一
方
、
国
際
連
系
線
も
持
て
な
い
島

国
の
日
本
に
は
そ
れ
は
難
し
い
で
す
ね
。

２
０
２
１
年
10
月
に
公
表
し
た
第
６
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は
、
水
素
・
ア
ン
モ
ニ

ア
と
い
う
２
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
源
構
成
に

位
置
づ
け
、
選
択
肢
を
増
や
す
形
と
し
ま
し

た
。
珍
し
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

今
井
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
考
慮

す
る
上
で
は
バ
ラ
ン
ス
よ
い
ミ
ッ
ク
ス
が
重

要
で
す
。
１
つ
の
電
源
に
50
％
以
上
依
存
し

な
い
構
成
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

電
気
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
占
め
る
割
合
は
３

割
ほ
ど
で
、
残
り
は
熱
で
す
。
ま
ず
は
、
こ

の
熱
需
要
を
ど
う
ま
か
な
う
か
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
低
温
熱
需
要
は
電
化
し
、
高
温
熱
需

要
は
水
素
化
す
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
日
本
の
年
間
消
費
電
力
は
約
１
兆
kW

ｈ
で
す
。
２
０
５
０
年
に
は
お
そ
ら
く
１
・

７
兆
kW
ｈ
ぐ
ら
い
に
な
る
で
し
ょ
う
。
２
割

は
省
エ
ネ
で
削
減
し
、
太
陽
光
と
風
力
と
原

発
で
２
割
ず
つ
ま
か
な
い
、
残
る
２
割
は
ガ

ス
と
石
炭
と
す
る
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で

す
。
そ
れ
を
水
素
化
す
る
こ
と
が
課
題
で
す
。

柏
木
　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
横
目
で

に
ら
み
つ
つ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

13
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を
考
え
る
と
、
大
事
な
の
は
省
エ
ネ
で
あ
り
、

電
化
、
水
素
化
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
水
素

は
Ｃ
Ｏ
２
と
結
び
つ
け
て
合
成
燃
料
化
で
き

ま
す
。
こ
れ
ら
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
が
確
保
で
き
ま
す
。

今
井
　
国
内
で
あ
ま
っ
た
再
エ
ネ
由
来
電
力

で
グ
リ
ー
ン
水
素
が
生
成
で
き
れ
ば
理
想
的

で
す
が
、
当
面
は
難
し
い
。
し
ば
ら
く
は
、

化
石
燃
料
と
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
Ｃ
Ｏ
２
の
回
収
・
貯

留
）
を
組
み
合
わ
せ
た
ブ
ル
ー
水
素
を
使
う

し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
天
然
ガ
ス
が
豊
富

な
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
カ
タ
ー
ル
か
ら
、
石

油
と
抱
き
合
わ
せ
で
水
素
を
輸
入
す
る
よ
う

な
形
で
し
ょ
う
。

柏
木
　
か
つ
て
日
本
で
は
、
総
括
原
価
方
式

の
下
、
旧
一
般
電
気
事
業
者
が
ピ
ー
ク
に
合

わ
せ
て
電
源
を
確
保
し
て
い
ま
し
た
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
自
由
化
に
よ
っ
て
、
供
給
義
務
の

な
く
な
っ
た
事
業
者
は
、
稼
働
率
が
悪
く
非

効
率
な
大
規
模
電
源
は
持
と
う
と
し
な
く
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
が
現
在
の
電
力
の
需
給
逼

迫
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
果
た
し
て

こ
の
自
由
化
は
正
解
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

今
井
　
発
電
能
力
を
取
引
す
る
「
容
量
市

場
」
の
設
計
が
な
い
ま
ま
に
自
由
化
し
た
の

は
問
題
で
し
た
。
太
陽
光
や
風
力
な
ど
、
変

動
性
の
高
い
再
エ
ネ
の
導
入
を
拡
大
す
る
に

は
、
大
規
模
発
電
事
業
者
が
発
電
施
設
に
投

資
で
き
る
よ
う
、
電
源
容
量
に
応
じ
て
対
価

が
支
払
わ
れ
る
仕
組
み
が
必
要
で
し
た
。

いまい 　 　 た か や

1958年新潟県生まれ。82年東京大学法学部卒業。通商産業省（現経済産業
省）に入省。2006年第1次安倍晋三内閣で内閣総理大臣秘書官を務める。08
年経済産業省大臣官房総務課長、10年貿易経済協力局審議官、11年資源エ
ネルギー庁次長を歴任。12～20年第2～4次安倍内閣で内閣総理大臣秘書官
に。21年より現職。

キヤノングローバル戦略研究所研究主幹
内閣官房参与

元内閣総理大臣秘書官

今井 尚哉 氏
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の

転
換
が
重
要

　

当
初
の
設
計
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
と
わ

か
り
、
よ
う
や
く
容
量
市
場
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
次
は
予
備
力
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
も
必
要

で
し
ょ
う
。
送
電
事
業
者
も
総
括
原
価
で
発

電
コ
ス
ト
を
持
つ
シ
ス
テ
ム
に
し
な
い
と
回

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

り
組
み
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
を
本
社
と
す
る
ヴ
ェ
オ
リ
ア
・

ジ
ャ
パ
ン
は
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
期
の
今
、
日

本
で
ど
う
い
う
戦
略
を
取
り
ま
す
か
。

野
田
　
ヴ
ェ
オ
リ
ア
は
１
８
５
３
年
の
創
業

以
来
、
自
治
体
や
企
業
向
け
に
水
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
廃
棄
物
に
関
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
し
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
長
年
蓄
積

し
て
き
た
専
門
性
を
活
か
し
、
日
本
で
も
エ

コ
ロ
ジ
カ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

現
在
、
水
に
つ
い
て
は
上
工
水
道
処
理
を

手
掛
け
て
い
ま
す
。
廃
棄
物
に
関
し
て
は
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
や
有
害
廃
棄

柏
木
　
自
由
化
し
た
と
は
言
っ
て
も
、
や
は

り
計
画
経
済
的
な
要
素
を
入
れ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
ね
。

　

大
規
模
電
源
が
足
り
な
い
の
な
ら
分
散
型

電
源
を
つ
く
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ン

ジ
シ
ョ
ン
期
の
今
は
、
ま
ず
再
エ
ネ
の
調
整

用
電
源
と
も
な
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
熱
電
併
給
）
シ
ス
テ
ム
で
省
エ
ネ
を
図
る
。

徐
々
に
化
石
燃
料
を
合
成
燃
料
へ
と
転
換
し
、

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
近
づ
け
る
と
い
う
取
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発
令
さ
れ
て
い
ま
す
。
静
脈
産
業
と
動
脈
産

業
が
連
携
し
、
ど
う
い
う
素
材
を
使
い
、
ど

う
い
う
設
計
を
す
れ
ば
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
が

可
能
か
、
低
コ
ス
ト
で
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す

い
か
と
議
論
し
な
が
ら
開
発
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
動
脈
と
静
脈
が
分
断
さ
れ
、
連

携
が
不
足
し
て
い
ま
す
。「
ゴ
ミ
を
出
さ
な

い
」
と
い
う
発
想
で
設
計
・
製
造
か
ら
共
同

で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
ヴ
ェ
オ
リ

レ
ー
ド
し
た
形
で
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
「
ダ
ウ

ン
サ
イ
ク
ル
」
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

今
後
は
使
用
済
み
製
品
を
同
じ
製
品
に
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
「
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
」
に
挑
戦

し
ま
す
。

柏
木
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
他
の
素
材
を
接
着

し
た
り
溶
接
し
た
り
す
る
と
、
頑
丈
に
は
で

き
て
も
リ
サ
イ
ク
ル
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
や
リ
ユ
ー
ス
し
や
す
い
設
計
手

法
の
導
入
が
重
要
で
す
ね
。

野
田
　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
欧
州
で
は

設
計
段
階
か
ら
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
・

修
理
性
と
い
っ
た
サ
ー
キ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
ー
を

奨
励
し
た
「
Ｅ
Ｕ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
指
令
」
が

物
処
理
場
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
森
林
の
間
伐
材
、
公
園
や
街

路
樹
の
剪
定
枝
、
下
水
汚
泥
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
あ
る
資
源
を
活
用
し
た
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

柏
木
　
日
本
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
循

環
を
促
進
す
る
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
ヴ
ェ
オ
リ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
は
ど
ん
な
方

針
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

野
田
　
ヴ
ェ
オ
リ
ア
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
廃

棄
物
に
第
２
の
人
生
を
」で
す
。プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
も
単
純
に
焼
却
を
せ
ず
、
資
源
と
し
て
も

う
１
回
役
割
を
果
た
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ま

た
、
今
ま
で
は
元
の
製
品
よ
り
も
ダ
ウ
ン
グ

東京大学卒、ハーバードビジネススクール卒（MBA）。 日本長期信用銀行本店、
ニューヨーク支店、ロンドン支店を経て、PwC（英国）ディレクター、PwCアドバ
イザリー（日本）パートナー、横浜市副市長、清華大学日本研究センターシニア
フェロー等を歴任。2017年にヴェオリア・ジャパン代表取締役社長に就任、20
年より現職。一般社団法人日本経済団体連合会審議員会副議長及び環境委員
会委員長、内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議構成員、アジア開発銀
⾏ Water Advisory Groupメンバー等を務める。

ヴェオリア・ジャパン代表取締役会長 

野田 由美子 氏
の だ 　 　 ゆ みこ

「
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク
」で

国
際
水
素
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
へ

ア
・
ジ
ャ
パ
ン
は
既
に
花
王
や
ユ
ニ
リ
ー
バ
・

ジ
ャ
パ
ン
な
ど
と
、
シ
ャ
ン
プ
ー
・
洗
剤
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ト
ル
容
器
を
水
平
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
実
証
実
験
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

重
要
な
の
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
み
で

は
実
現
で
き
ず
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ

ミ
ー
に
よ
る
マ
テ
リ
ア
ル
・
リ
サ
イ
ク
ル
が

必
要
で
あ
る
こ
と
で
す
。

柏
木
　
２
０
２
０
年
に
「
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
宣
言
し
た
菅
義
偉

前
政
権
は
、補
正
予
算
で
２
兆
円
の「
グ
リ
ー

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｉ
）
基
金
」
を
造

成
し
ま
し
た
。
岸
田
文
雄
政
権
は
脱
炭
素
へ

20
兆
円
の
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｘ
）
経
済
移
行
債
を
発
行
し
、

官
民
で
10
年
間
の
う
ち
に
１
５
０
兆
円
超
の

投
資
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
は
日
本
の
成
長
戦
略
に
結
び

つ
く
で
し
ょ
う
か
。

今
井
　
Ｇ
Ｉ
基
金
事
業
で
水
素
や
次
世
代
蓄

電
池
、
メ
タ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
新
た
な
技
術

の
研
究
開
発
に
取
り
組
む
の
は
重
要
な
こ
と

で
す
。
問
題
は
、
新
た
な
技
術
を
ど
う
社
会

実
装
す
る
か
で
す
。
例
え
ば
、
水
素
の
場
合
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す
。
中
東
か
ら
グ
リ
ー
ン
水
素
を
買
う
の
な

ら
、
日
本
の
水
電
解
装
置
や
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

を
優
先
的
に
活
用
し
て
も
ら
う
構
造
を
つ
く

る
。
そ
れ
が
日
本
の
成
長
の
た
め
に
も
重
要

で
す
。
中
東
、
ア
ジ
ア
、
米
国
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
と
全
方
位
外
交
の
中
で
シ
ス
テ
ム
を

つ
く
る
こ
と
で
す
。

柏
木
　
そ
う
い
う
構
造
を
上
手
に
つ
く
れ
れ

ば
、
日
本
が
水
素
を
使
っ
た
合
成
燃
料
の
輸

出
国
に
な
り
、
新
た
な
成
長
を
実
現
す
る
可

能
性
も
見
え
て
き
ま
す
。

　

今
後
は
洋
上
風
力
発
電
設
備
の
近
く
に
水

素
タ
ン
ク
を
備
え
、
利
用
地
に
届
け
る
運
送

事
業
な
ど
も
日
本
の
成
長
戦
略
に
つ
な
げ
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
井
　
そ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
日
本
で

実
証
す
る
と
同
時
に
、
海
外
に
も
目
を
向
け

て
ど
ん
ど
ん
攻
め
入
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、「
あ
な
た
の
国
に
水
素
を

持
ち
込
む
に
は
日
本
の
施
設
を
使
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
仕
組
み
に
す
る
。
そ
れ
が
で

き
る
か
ど
う
か
が
勝
負
ど
こ
ろ
で
す
。

野
田
　
私
も
80
億
人
の
市
場
を
に
ら
み
、
海

外
市
場
に
ど
ん
ど
ん
攻
め
込
む
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
日
本
は
せ
っ
か
く
す
ば
ら
し
い
技

術
を
持
っ
て
い
て
も
、
日
本
仕
様
か
ら
始
め

る
た
め
に
海
外
で
通
用
し
に
く
い
状
況
が
生

ま
れ
が
ち
で
す
。
ま
ず
海
外
で
展
開
し
、
成

功
し
た
ら
日
本
に
持
ち
込
む
と
い
う
や
り
方

に
も
挑
戦
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

は
ガ
ス
業
界
の
方
た
ち
が
50
年
か
け
て
築
い

て
き
た
今
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
イ
ン
フ
ラ
を
使
う
こ

と
が
必
要
で
す
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
も
タ
ン
ク

も
新
し
く
入
れ
替
え
る
の
で
は
、
１
５
０
兆

円
ど
こ
ろ
の
資
金
で
は
全
く
足
り
な
く
な
り

ま
す
。

　

冒
頭
に
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
脱
炭
素
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を
上
げ
ま
す
。
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
の
よ
う
な
産
油
国
は
石
油
の
値
段

を
高
止
ま
り
さ
せ
て
収
入
を
増
や
し
、
水
素

化
へ
の
投
資
に
充
て
よ
う
と
す
る
は
ず
で
す
。

電
源
別
コ
ス
ト
で
は
、
お
お
よ
そ
原
子
力
が

１
kW
ｈ
当
た
り
９
円
、
石
炭
火
力
が
９
円
、

天
然
ガ
ス
火
力
が
12
円
な
の
に
対
し
、
太
陽

光
や
洋
上
風
力
は
20
円
近
く
に
達
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
電
気
料
金
は
ど
ん
ど
ん
高
く
な
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
上
げ
幅
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
カ
ギ
は
国
際
的
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
構
築
で
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク
で

コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
核
と
し
た

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
輸
出
を
図
る

柏
木
　
成
長
戦
略
で
言
う
と
、
米
国
は
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
（
Ｃ
Ｏ
２
の
回
収
・
貯
留
・
活
用
）
を

組
み
合
わ
せ
た
水
素
ハ
ブ
な
ど
、
投
資
を
呼

び
込
む
た
め
の
ハ
ブ
構
想
を
熱
心
に
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

野
田
　
フ
ラ
ン
ス
は
そ
れ
ほ
ど
ハ
ブ
構
想
に

長
け
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
ハ
ブ

づ
く
り
が
優
れ
た
国
と
言
え
ば
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
す
。

　
「
水
が
な
い
」
と
い
う
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
世
界
中
か
ら
最
先
端
の
水
処
理
関
連

企
業
を
集
め
、
水
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
ブ
を
つ

く
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
実
証
実
験
を
し
な
が

ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
、
世
界
へ

と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
も
ハ
ブ
構
想
を
推

進
し
て
い
ま
す
。　

　

日
本
は
全
国
１
０
０
カ
所
に
「
脱
炭
素
先

行
地
域
」
を
創
出
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

戦
略
的
に
幾
つ
か
の
ハ
ブ
を
形
成
し
、
課
題

を
解
決
す
る
取
り
組
み
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
地
方
に
ハ
ブ
と
な
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を

構
築
で
き
れ
ば
、
東
京
一
極
集
中
の
解
消
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
地
方
の
大
学
か
ら
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
生
ま
れ
、
世
界
の
投
資
家

か
ら
お
金
が
集
ま
り
、
地
産
地
消
が
進
む
よ

う
な
、
自
立
し
た
地
域
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を

戦
略
的
に
つ
く
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

柏
木
　
従
来
の
経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
大
量
生

産
、
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
と
い
う
一
方
通

行
型
で
し
た
。
地
域
で
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
出

来
上
が
れ
ば
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
型
に
な
り
ま
す
。

岸
田
政
権
が
打
ち
出
す
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
」
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ア
ジ

ア
な
ど
海
外
へ
の
輸
出
も
可
能
に
な
り
ま
す

ね
。

野
田
　
そ
の
通
り
で
す
。
日
本
で
構
築
し
た

エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
都
市
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
ま
た
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
、
世
界
に
展
開
で
き
ま
す
。

　

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
つ
い
て
は
、

今
は
欧
州
が
主
導
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
に

は
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ

イ
ク
ル
）
を
20
年
以
上
に
わ
た
り
進
め
て
き

た
実
績
が
あ
り
ま
す
。
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
全
体
を
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
化
し
、
そ
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
世
界
に
展
開
す
る
こ
と
は

日
本
の
成
長
戦
略
に
も
大
い
に
貢
献
す
る
と

思
い
ま
す
。
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は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
直
線
で
進
み
ま
す
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
は
間
違
い
な
く
高
く
な
り
ま

す
。
そ
れ
を
覚
悟
し
た
上
で
、
や
り
方
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

安
定
供
給
の
中
で
確
実
な
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
今
の
段
階
で
は

１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
が
必
要
で
す
。
カ

タ
ー
ル
と
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
購
入
契
約
は
打
ち
切
り

ま
し
た
が
、
日
本
と
し
て
は
、
こ
こ
か
ら
４
、

５
年
で
も
い
い
か
ら
１
０
０
０
万
ｔ
ぐ
ら
い

の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
購
入
契
約
を
結
ぶ
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
脱
炭
素
に
向
け
、
そ
れ
を
水
素
に

転
換
す
る
時
間
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。

柏
木
　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
長
期
的

柏
木
　
国
内
の
小
さ
な
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
か
ら

ア
ジ
ア
圏
に
広
が
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
ま
で
、

地
域
に
合
う
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
ね
。

今
井
　
全
く
同
感
で
す
。
日
本
は
地
域
で
の
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号取得。80～89年米商務省NBS招聘研究員、88年東京農工大学工学部教授など
を経て2007年東京工業大学大学院教授に就任。12年東京工業大学特命教授に。
専門はエネルギー・環境システム。03年日本エネルギー学会学会賞（学術部門）、
08年文部科学大臣表彰科学技術賞（研究部門）など受賞多数。経済産業省総合資
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東京工業大学特命教授／名誉教授
コージェネ財団理事長

柏木 孝夫
かしわ ぎ 　 た か お コ

ー
ジ
ェ
ネ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
も
進
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
効
率
を
も
っ
と
も
っ
と
向
上
さ

せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
産
地
消
す
る
エ
コ
シ

ス
テ
ム
と
し
て
ア
ジ
ア
に
輸
出
す
る
と
い
う

構
図
を
目
指
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

に
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
す
。
い
か
に
着
実

な
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
を
果
た
す
か
が
重
要
で
、

そ
れ
に
は
Ｅ
Ｕ
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
の
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
毎

秒
毎
秒
達
成
し
な
く
て
は
い
け
な
い
直
近
の

課
題
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
資
源
外
交
へ
の

注
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
米
国
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ア
ジ
ア
の
国
々
と
手
を
組
み
、
国

際
的
な
枠
組
み
を
つ
く
る
。
あ
る
い
は
産
油

国
や
産
ガ
ス
国
と
は
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク
の

枠
組
み
を
つ
く
る
。
そ
う
い
う
中
で
日
本
は

新
た
な
展
開
が
可
能
に
な
り
、
成
長
も
目
指

せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
値
上
が
り
は

続
く
、覚
悟
し
や
り
方
を
考
え
る

柏
木
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ
い
て
、
最
後
に
ま

と
め
の
一
言
を
お
願
い
し
ま
す
。

野
田
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
は
供
給
サ
イ
ド

と
需
要
サ
イ
ド
の
両
方
が
あ
り
ま
す
。
今
、

欧
州
で
需
要
サ
イ
ド
の
省
エ
ネ
が
注
目
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
お
話
し
し
た
と
お
り
で
す
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
日
本
が
培
っ

た
省
エ
ネ
技
術
を
世
界
に
広
げ
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
他
方
、
供
給
サ
イ
ド
の
再
エ
ネ
化
を

進
め
る
に
は
コ
バ
ル
ト
や
ニ
ッ
ケ
ル
、
リ
チ

ウ
ム
な
ど
の
重
要
鉱
物
資
源
が
不
可
欠
で
す
。

日
本
は
そ
れ
ら
の
多
く
を
安
全
保
障
や
人
権

問
題
な
ど
の
課
題
を
有
す
る
国
々
に
依
存
し

て
お
り
、
国
内
で
で
き
る
か
ぎ
り
資
源
を
循

環
し
て
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
Ｇ
Ｘ
、

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
ネ
ー
チ
ャ
ー

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
が
非

常
に
重
要
で
す
。
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
取
り

組
め
る
の
が
日
本
の
強
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

今
井
　
こ
れ
か
ら
水
素
化
や
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
の
実
現
に
は
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
た
だ
、
脱
炭
素
の
流
れ
が
変
わ
る
こ
と



　新さっぽろ駅周辺で大規模複合開発プロジェクト「新
さっぽろG・I街区開発」が行われている。本開発は、札幌
市が策定した街づくりの指針である「札幌市まちづくり
戦略ビジョン」と、札幌市のエネルギー政策の方向性を
示す「札幌市エネルギービジョン」のリーディングプロ
ジェクトである。新さっぽろエネルギーセンターは、その
I街区に誕生した北海道ガスによるエネルギーセンター
である。
　I街区は商業施設やホテル、医療機関、タワーマン
ション等で構成され、エネルギーセンターが街全体へ
のエネルギーの供給と管理を担う。コージェネとCEMS

（Community Energy Management System）を
中心とした先進的な分散型エネルギーシステムが、街内
の照明、冷暖房、給湯、融雪などを行うために必要な電
力・温水・冷水を供給する。
　2022年6月より運用を開始した同センターの“持続
可能な北海道の低炭素社会を支える新たなエネルギー
モデルの構築、展開”を目指した取り組みを紹介する。

コージェネ導入のポイント
スマートな統合インフラの構築による 
低炭素コンパクトシティ
都市機能強靭化
街区内外でのエネルギー連携
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Co-GENET Vol.32

災害に強い街づくり

最新AI技術を活用したCEMSと
コージェネによる低炭素で

新さっぽろエネルギーセンター

■ 施設概要

所 在 地 北海道札幌市厚別区厚別中央1条6-2-1
D-スクエア新さっぽろ

建物規模 地下1階、地上6階（医療テナントビル：2～6階）
（エネルギーセンター：地下1階、地上1階）

構 造 鉄筋コンクリート造

面 積 建築面積：1,065㎡
延床面積：10,100㎡（エネルギーセンター：2,776㎡）

運用開 始 2022年6月

敷地面積・
そ の 他
街区施設

総敷地面積：約39,200㎡
病院：3病棟（総延床面積：28,144㎡、竣工：2022年5月）
ホテル（延床面積：8,146㎡、竣工：2023年4月予定）
マンション（延床面積：24,655㎡、竣工：2023年7月予定）
商業施設（延床面積：42,376㎡（駐車場含）、竣工：
2023年11月予定）

S H I N  S A P P O R O  E n e r g y  C e n t e r

Case1

取材・文：西山 隆司

ガスエンジン・コージェネ（1,271kW×2台）

SDGs コージェネ
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コージェネ導入事例

れ
て
い
る
。
ま
た
、
耐
震
性
・
耐
久
性
に
優

れ
た
熱
導
管
・
ガ
ス
管
を
採
用
し
、
街
区
内

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
定
供
給
す
る
こ
と
で
、

都
市
機
能
の
維
持
、
街
区
周
辺
も
含
め
た
地

域
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

街
区
内
外
で
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
連
携

　

太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
変
動
の
あ
る
再
エ

ネ
に
対
し
、
街
区
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
適

に
制
御
し
、
再
エ
ネ
電
源
を
最
大
限
か
つ
効

率
的
に
活
用
す
る
技
術
は
、
再
エ
ネ
電
源
比

率
を
高
め
る
上
で
求
め
ら
れ
る
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、再
エ
ネ
電
源
の
不
足
・

余
剰
時
に
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
と
蓄
熱
シ
ス
テ
ム

を
制
御
す
る
街
区
内
外
の
最
適
需
給
制
御
機

能
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。
再
エ
ネ
電

源
の
不
足
時
に
は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
発
電
出
力

を
増
加
さ
せ
、
同
時
に
発
生
す
る
排
熱
を
蓄

熱
槽
に
蓄
熱
。
再
エ
ネ
電
源
の
余
剰
時
に
は

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
発
電
出
力
を
抑
制
す
る
と
共

に
、
余
剰
電
力
に
よ
り
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
で
温
水
を
製
造
し
、
蓄
熱
槽
に
蓄
熱
す
る
。

　

本
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
需
要

と
供
給
の
一
体
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
を
行

う
こ
と
で
、
街
区
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
約

35
％
の
削
減
を
目
指
す
。
Ｉ
街
区
の
全
施
設

は
２
０
２
３
年
冬
に
開
業
予
定
。
省
エ
ネ
か

つ
安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
の
取

り
組
み
に
今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

最
新
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
た

Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
に
は
最
新
Ａ
Ｉ
技

術
を
活
用
し
た
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が
導
入
さ
れ
て
お

り
、
以
下
の
特
徴
を
持
つ
。

❶
オ
ー
ト
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ　
熱
源
機
器
の
効

率
を
常
時
監
視
し
、
需
要
予
測
に
よ
り
効
率

の
低
下
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
は
各
種
設
定

値
を
自
動
で
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
。
運
転
効
率
が

低
下
し
た
機
器
を
検
知
し
た
場
合
に
は
、
効

率
向
上
に
必
要
な
条
件
を
自
動
で
分
析
し
、

機
器
の
設
定
値
の
変
更
を
行
う
。
こ
れ
ま
で

人
の
ス
キ
ル
に
依
存
し
て
い
た
設
備
機
器
の

運
用
の
高
効
率
化
を
実
現
し
た
。

を
実
現
す
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
利
用
者
が
ス

マ
ホ
を
使
用
し
て
回
答
で
き
、
集
計
結
果
を

高
度
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
居

住
者
の
快
適
性
と
省
エ
ネ
を
両
立
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
利
用
者
を
対
象
に
専

用
ア
プ
リ
を
通
じ
て
自
宅
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

見
え
る
化
や
節
電
の
協
力
等
の
情
報
提
供
を

行
い
、
節
電
協
力
に
応
じ
た
場
合
は
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
お

り
、
利
用
者
参
加
型
の
省
エ
ネ
の
実
現
を
目

指
し
て
い
る
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
活
用
し
た

省
エ
ネ
で
災
害
に
強
い
街
づ
く
り

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
に
は
中
圧
ガ

ス
に
よ
る
逆
潮
流
可
能
な
コ
ー
ジ
ェ
ネ

（
１
２
７
１
kW
×
２
台
）
が
導
入
さ
れ
て
い

る
。
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
タ
ー
ト
可
能
な
仕

様
で
あ
り
、
街
区
内
の
電
力
ピ
ー
ク
の
約

60
％
を
賄
う
。
冷
熱
は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
排
熱
を

利
用
し
た
排
熱
投
入
型
蒸
気
焚
吸
収
式
冷
凍

機
（
５
０
０
Ｒ
Ｔ
×
２
台
）
を
メ
イ
ン
と
し
、

地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
と
共
に
冷
水
を
供
給

す
る
。
温
熱
は
小
型
貫
流
ボ
イ
ラ
の
他
、
建

築
廃
材
な
ど
の
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

す
る
隣
接
し
た
地
域
熱
供
給
か
ら
の
高
温
水

を
熱
源
と
し
て
い
る
。
冷
温
水
は
災
害
時
に

停
電
が
起
こ
っ
た
際
に
も
通
常
時
と
同
等
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
寒
冷
地
で
の
冬
期
の
災
害
に
も
備
え
ら

■ エネルギーフロー図

照明・動力源

ロード
ヒーティング

暖房

給湯

冷房

供給 需要変換・搬送

排熱投入型
蒸気焚吸収式冷凍機

小型貫流
ボイラ

蓄熱槽

融雪温水

温水

冷水

冷却塔
情報ネットワーク

給電司令所

電力

貯湯槽
（ホテル・病院）

地中熱
ヒートポンプ

電力

天然
ガス

地域
暖房

ガスエンジン
コージェネ

熱交換器

太陽光発電
CEMS

❷
自
動
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス　
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
量
の
削
減
に
よ
り
熱
源
機
器
の
効

率
化
が
図
れ
る
場
合
に
は
、
快
適
性
が
保
た

れ
る
範
囲
内
で
エ
リ
ア
ご
と
に
室
温
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
空
調
設
備
の
設
定
温
度

を
緩
和
し
、
利
用
者
の
手
を
煩
わ
せ
る
こ
と

な
く
自
動
で
省
エ
ネ
を
実
施
す
る
。

❸
利
用
者
参
加
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト　
需
要
側
の
省
エ
ネ
を
実
現
す
る
た
め
、

対
象
エ
リ
ア
内
の
不
特
定
多
数
の
施
設
利
用

者
の
快
適
性
を
検
証
す
る
機
能
。
自
動
デ
マ

ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
で
実
施
し
た
省
エ
ネ
手
法

に
対
す
る
居
住
者
の
快
適
性
を
担
保
す
る
仕

組
み
で
あ
り
、
快
適
性
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、

施
設
利
用
者
の
体
感
に
合
わ
せ
た
室
温
制
御

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー 株式会社日立製作所（Jenbacher）
モ デ ル 名 JMS420GS-N.L
燃 料 種 別 都市ガス13A（中圧）
定格出力/台数 1,271kW×2台
温水取出温度 入口温度：77℃／出口温度：88℃

効 率 総合：83.8％／発電：43.1％／
温水排熱回収：24.1％／排ガス排熱回収：16.6％

そ の 他 ブラックアウトスタート対応機種
排熱利用先：需要家施設の空調・給湯、融雪等
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　北海道十勝にある明治十勝工場は24時間稼働している。そ
の規模は国内最大級で1日に600~700tの生乳を集乳してお
り、酪農家にとっても重要な工場である。工場内にある見学施設

「明治なるほどファクトリー十勝」では、チーズや生クリームの
製造工程を実際に見学ラインから確認できるほか、明治の安全・
安心のものづくりのこだわり、歴史などについて丁寧な説明を
聞くことができる。楽しく見学ができるよう様々な工夫がされて
おり、お子さんの社会学習にもぴったりである。衛生管理が徹底
された工場内は安心と信頼を実感することができる。
　十勝工場では、2021年に導入したコージェネ設備により工場
の操業に必要な全電力を自家発電により賄うことができるよう
になった。コージェネ導入の経緯や、導入に伴う省エネの取り組
みについて紹介する。

コージェネ導入のポイント
BCP対応（停電時の備え）
電力ピークカット
コージェネによる省エネ・低炭素化

1
2
3

ブラックアウトの経験を経てBCPを大幅に強化した
安全・安心なチーズ工場

株式会社 明治 十勝工場

■ 施設概要
所 在 地 北海道河西郡芽室町東芽室北1線15-2

生 産 品 目 ナチュラルチーズ・クリーム・ホエイ粉・濃
縮乳・練乳 

工場開業年月 2007年3月

コ ー ジ ェ ネ
稼 働 年 月 2021年4月

M e i j i  C o . , L t d .  To k a c h i  P l a n t

Case2

取材・文：小松 道憲

SDGs コージェネ

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー IHI原動機

モ デ ル 名 18V22AG

燃 料 種 別 都市ガス13A　（中圧）

定 格 出 力 3,200kW

台 数 2台

排 熱 回 収 温水、蒸気

温水取出温度 88℃

効 率 総合：71.4％／発電：41.5％ 
排熱回収：29.9％

そ の 他 ブラックアウトスタート対応機種

明治十勝工場で生産されている製品
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コージェネ導入事例

コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
の

き
っ
か
け
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策

　

２
０
１
８
年
９
月
に
発
生
し
た
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
で
北
海
道
全
域
が
停
電
し
、
明

治
の
北
海
道
内
の
工
場
も
大
き
な
影
響
を
受

け
生
乳
の
受
け
入
れ
を
停
止
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
ほ
か
、
一
部
乳
製
品
の
供
給
停
止
な

ど
の
事
象
が
生
じ
た
。
十
勝
工
場
で
は
、
非

常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
に
よ
る
冷
蔵
機
能

の
確
保
や
、
可
搬
式
の
発
電
機
を
手
配
し
、

復
電
後
速
や
か
に
生
産
再
開
で
き
る
よ
う
に

準
備
を
行
っ
た
。
約
2
日
間
に
及
ぶ
停
電
を

き
っ
か
け
に
同
社
は
道
内
の
各
工
場
で
自
家

用
発
電
設
備
の
増
強
を
進
め
た
。

　

十
勝
工
場
に
は
停
電
時
も
工
場
機
能
や
製

品
供
給
を
維
持
し
、
生
乳
の
受
け
入
れ
も
継

続
で
き
る
よ
う
に
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
タ
ー

ト
が
可
能
な
発
電
出
力
３
２
０
０
kW
の
コ
ー

ジ
ェ
ネ
２
台
を
導
入
し
た
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
に

よ
り
、
工
場
の
操
業
に
必
要
な
全
て
の
電
力

を
賄
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
工
場

が
あ
る
芽
室
町
と
指
定
緊
急
避
難
場
所
と
し

て
協
定
を
結
び
、
地
域
の
帰
宅
困
難
者
に
対

し
、
最
大
３
０
０
名
利
用
で
き
る
Ｐ
Ｒ
用

ホ
ー
ル
を
開
放
す
る
な
ど
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
を

講
じ
て
い
る
。

安
定
し
た

コ
ー
ジ
ェ
ネ
運
用

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
停
電
時
の
備
え
が
主
た
る

目
的
で
は
あ
る
が
、
24
時
間
３
６
５
日
、
ほ

ぼ
定
格
で
交
互
運
転
し
て
い
る
。
電
力
需
要

の
高
い
夏
場
は
２
台
並
列
運
転
に
な
る
こ
と

も
あ
る
。
排
熱
は
、
温
水
と
排
ガ
ス
ボ
イ
ラ

で
発
生
す
る
蒸
気
を
工
場
の
製
造
工
程
や
洗

浄
、
空
調
の
熱
源
と
し
て
利
用
し
て
お
り
、

蒸
気
は
ほ
と
ん
ど
活
用
で
き
て
い
る
。
冬
場

は
暖
房
用
温
水
の
利
用
が
多
く
、
総
合
効
率

71
％
〜
72
％
で
の
運
用
を
実
現
し
て
い
る
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
ベ
ー
ス
運
転
で
使
用
し
て
い

る
が
、
ガ
ス
の
供
給
に
つ
い
て
は
帯
広
ガ
ス

の
中
圧
導
管
か
ら
供
給
を
受
け
て
い
る
こ
と
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
サ
テ
ラ
イ
ト
設
備
が
芽
室
と
帯
広
に

あ
る
こ
と
に
よ
り
安
心
度
が
高
い
。
そ
し
て

帯
広
ガ
ス
と
東
京
ガ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
Ｔ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）
の
連
携

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、

Ｔ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
が
遠
隔
で
の
異
常
の
監
視
や
デ
ー

タ
の
蓄
積
な
ど
に
よ
り
常
に
運
転
状
況
を
把

握
し
て
い
る
こ
と
が
安
定
運
転
に
寄
与
し
て

い
る
。
ま
た
、
工
場
と
も
協
力
し
て
最
適
な

運
転
計
画
を
検
討
・
実
施
す
る
良
好
な
関
係

が
築
か
れ
て
い
た
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

取
り
組
み

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
に
よ
り
、
契
約
電
力
を

大
幅
削
減
し
た
ほ
か
、
排
熱
利
用
に
よ
る
省

エ
ネ
で
月
平
均
５
５
０
ｔ
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を

実
現
し
て
い
る
。
他
に
も
、
環
境
負
荷
低
減

の
た
め
に
モ
ー
タ
ー
の
更
新
時
に
は
高
効
率

型
に
入
れ
替
え
る
な
ど
、
優
れ
た
省
エ
ネ
性

能
を
も
つ
設
備
の
導
入
を
積
極
的
に
進
め
て

い
る
ほ
か
、
機
器
の
運
用
改
善
に
よ
る
稼
働

時
間
の
短
縮
な
ど
を
実
施
。
さ
ら
に
、
環
境

に
や
さ
し
い
自
然
冷
媒
を
使
っ
た
冷
凍
機
を

積
極
的
に
採
用
す
る
こ
と
で
、
オ
ゾ
ン
層
破

壊
に
影
響
す
る
特
定
フ
ロ
ン
の
排
出
抑
制
も

■ エネルギーフロー図

発電電力

重油
（BOS時のみ）

都市ガス

排ガス
ボイラ（x2）

非常用発電機

ガスエンジン
コージェネ（x2）

給水 ボイラ
給水タンク

脱気
装置

冷却塔

電力

製造プロセス
等

暖房・
ボイラ給水
加温等

排ガス
蒸気

温水回収
タンク

温水
冷却水

図
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
環
境
配
慮
の
取
り

組
み
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
社
内
の
他

事
業
所
で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
定
期
的
に
事
業
所
間
で
意
見
交
換
会
も

行
い
な
が
ら
情
報
共
有
し
て
い
る
。

　

明
治
グ
ル
ー
プ
で
は
、
２
０
５
０
年
ま
で

の
目
標
と
し
て
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

で
Ｃ
Ｏ
２
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を

実
質
ゼ
ロ（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）」「
自

社
拠
点
に
お
け
る
総
使
用
電
力
量
に
占
め
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
１
０
０
％
を
達

成
」
を
掲
げ
て
お
り
、
今
後
も
高
い
目
標
へ

の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る
。

ガスエンジン・コージェネ（3,200kW×2台）
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　2023年1月、ヤンマーホールディングスは東京・八重洲
に複合施設「YANMAR TOKYO」をグランドオープンした。
東京駅八重洲口の目の前に位置し、八重洲二丁目北地区再
開発と共に旧「ヤンマー東京ビル」から生まれ変わったかた
ちである。ほぼ同時期にオープンした東京ミッドタウン八重
洲と隣接している。
　地下1階から地上2階の全3フロアは“お米の新たな可
能性を咲かせる”こだわりのギャラリーやレストラン、ショッ
プなどが入り、賑わいを創出している。本建物はカーボン
ニュートラルの実現（実質CO₂発生率「0％」）を目指してお
り、カーボンニュートラルに向けた様々な環境負荷低減の取
り組みを紹介する。

コージェネ導入のポイント
カーボンニュートラルに向け、 
熱電併給と高効率機器の採用
ＢＣＰ対応のためのブラックアウトスタート
ＥＭＳ（エネルギーマネジメントシステム）による
最適制御

1

2

3

Co-GENET Vol.32

トータルエネルギーソリューションで
カーボンニュートラルの実現へ

YANMAR TOKYO

■ 施設概要
所 在 地 東京都中央区八重洲二丁目1番1号
建物規模 地下3階、地上14階、塔屋1階
構 造 鉄骨造、一部鉄筋コンクリート造（中間免震構造）
面 積 建築面積：1,360㎡／延床面積：21,775.59㎡
用 途 テナントオフィス、商業施設

Case3

取材・文：成田 洋二

デジタルサイネージ画面イメージ

SDGs コージェネ

ガスエンジン・コージェネ（420kW×1台）



コージェネ導入事例

熱
電
併
給
と

高
効
率
機
器
の
採
用

　

本
建
物
は
オ
フ
ィ
ス
エ
リ
ア
を
対
象
に

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
を
目
指
し

て
お
り
、
様
々
な
省
エ
ネ
手
法
が
導
入
さ
れ

て
い
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
、
ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、
Ｙ
Ｅ
Ｓ
）
と
東

京
ガ
ス
、
東
京
ガ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ソ

応
と
し
て
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
災
害
に
強
い
中

圧
ガ
ス
の
採
用
と
、
停
電
時
で
も
外
部
電
力

を
使
用
す
る
こ
と
無
く
自
力
で
運
転
を
開
始

し
給
電
で
き
る
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
タ
ー
ト

仕
様
と
し
て
、
強
靭
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

非
火
災
停
電
時
に
は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
と
非
常
用

発
電
機
の
同
時
並
列
運
転
を
行
い
、
防
災
負

荷
、
保
安
負
荷
へ
の
給
電
が
可
能
で
あ
る
。

　

そ
の
他
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
と
し
て
は
本
線
・

予
備
電
源
２
回
線
受
電
を
採
用
。
オ
フ
ィ
ス

エ
リ
ア
で
は
非
常
用
発
電
設
備
に
よ
り
72
時

間
60 

VA
／
㎡
の
非
常
用
電
源
の
供
給
が
可
能

で
あ
り
、
防
災
備
蓄
倉
庫
や
帰
宅
困
難
者
受

入
体
制
な
ど
も
整
備
さ
れ
て
い
て
、
環
境
配

慮
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
人
が
安
心
し
て
仕

事
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る
最
適
制
御

　

建
物
全
体
の
設
備
を
よ
り
効
率
的
に
運
用

し
て
い
く
に
は
、
熱
・
電
気
の
負
荷
状
況
や

天
候
な
ど
の
状
況
に
応
じ
、
各
機
器
で
無
駄

の
少
な
い
最
適
な
運
転
を
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
建
物
で
は
コ
ー
ジ
ェ

ネ
ま
わ
り
の
熱
電
最
適
化
に
特
化
し
た
Ｙ
Ｅ

Ｓ
独
自
開
発
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
で
あ
る
「
Ｙ
–
Ｅ
Ｍ

Ｓ
」
を
最
適
制
御
に
導
入
し
て
い
る
。
季
節

の
排
熱
回
収
状
況
に
応
じ
て
コ
ー
ジ
ェ
ネ
運

転
を
高
効
率
で
行
う
「
最
適
運
転
モ
ー
ド
」

で
制
御
を
行
い
、
電
力
需
要
が
設
定
以
上
に

な
る
と
「
デ
マ
ン
ド
運
転
モ
ー
ド
」
に
自
動

■ エネルギーフロー図

熱交換器 冷温水負荷

風力発電
太陽光発電

電力と熱の状況を
見ながらコージェ
ネ運用を最適化
電力ピーク時はデ
マンドカット制御

受電電力
電
力
負
荷

空
調
負
荷

制御対象

自然換気用ヒーター

ヘッダー

ヘッダー

GHP EHP（PAC)

GHPチラー
（x2）

ガスエンジン
コージェネ

（420kW×1台）

排熱計測

デマンド計測

Y-EMS

ジェネリンク
（x2）

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
ズ
が
２
０
２
２

年
に
共
同
開
発
し
た
４
２
０
kW
常
用
ガ
ス

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。

４
０
０
kW
ク
ラ
ス
の
出
力
帯
に
お
い
て
は
世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
発
電
効
率
42
・
６
％
を

実
現
し
て
お
り
、
脱
硝
装
置
不
要
で
Ｎ
Ｏ
ｘ

２
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
本
製

品
は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
大
賞
２
０
２
２
技
術
開

発
部
門
「
理
事
長
賞
」
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
排
熱
は
ジ
ェ
ネ
リ
ン
ク
と

温
熱
用
プ
レ
ー
ト
熱
交
換
器
、
自
然
換
気
シ

ス
テ
ム
に
利
用
。
発
電
し
た
電
力
は
コ
ー

ジ
ェ
ネ
補
機
電
力
お
よ
び
商
用
電
力
と
系
統

連
系
し
、
ビ
ル
内
電
力
負
荷
を
ま
か
な
う
。

　

高
効
率
機
器
採
用
に
加
え
、
日
射
負
荷
軽

減
の
た
め
の
壁
面
ル
ー
バ
ー
、
Ｌ
Ｏ
Ｗ
–
ｅ

ガ
ラ
ス
、
壁
面
緑
化
、
自
然
換
気
シ
ス
テ
ム

の
採
用
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
太
陽
光

発
電
、
風
力
発
電
）
な
ど
の
技
術
も
導
入

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
省
エ
ネ
手
法
に

よ
り
Ｃ
Ｏ
２
発
生
率
を
約
50
％
低
減
し
、
更

に
削
減
で
き
な
い
Ｃ
Ｏ
２
を
グ
リ
ー
ン
電
力
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ガ
ス
で
オ
フ
セ
ッ

ト
す
る
こ
と
で
実
質
Ｃ
Ｏ
２
発
生
率
「
０
％
」

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
の
た
め
の

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
タ
ー
ト

　

建
物
は
中
間
層
免
震
構
造
が
採
用
さ
れ
て

お
り
、
地
震
に
強
い
。
停
電
時
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム製

モ デ ル 名 EP420G

燃 料 種 別 都市ガス（13Ａ）中圧B

定 格 出 力 420ｋＷ

台 数 1台

温水取出温度 90℃（MAX）

効 率
総合：78.4％
発電：42.6％
排熱回収：35.8％

そ の 他 ブラックアウトスタート対応機種

的
に
切
り
替
わ
り
、
契
約
電
力
超
過
の
リ
ス

ク
が
無
い
よ
う
な
運
用
が
可
能
に
な
っ
て
い

る
。「
Ｙ
–
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
共
通

補
機
盤
に
内
装
さ
れ
、
最
適
制
御
に
必
要
な

情
報
は
、
共
通
補
機
盤
と
中
央
監
視
制
御
盤

（
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
か
ら
計
測
デ
ー
タ
を
取
り
込

み
、
配
線
工
事
を
簡
略
化
し
て
い
る
。

　

13
階
ヤ
ン
マ
ー
受
付
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
で
ビ
ル
全
体
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
用

状
況
の
見
え
る
化
」を
し
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
状
況
も
確
認
で
き
る
。

将
来
的
に
は
ラ
ン
キ
ン
サ
イ
ク
ル
発
電
機
の

増
設
を
予
定
し
て
い
る
。

　

取
材
時
に
は
ま
だ
テ
ナ
ン
ト
入
居
前
で
負

荷
が
少
な
い
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
の
運
転
は
な
か
っ
た
が
、
テ
ナ
ン
ト

入
居
後
は
年
間
運
転
の
予
定
で
あ
る
。
様
々

な
省
エ
ネ
手
法
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
本
稼

働
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
績
に
も
期
待
し
た
い
。

23



コージェネレーションでネットワークを広げていく「コージェネット」

P.2

P.4

P.8

P.12

P.18

コージェネシンポジウム2023レビュー

エネルギーセキュリティと
コージェネレーション

Vol.32
Spring 2023

基調講演
カーボンニュートラル、エネルギーセキュリティに
どう対処していくか
細野 哲弘 氏
独立行政法人エネルギー・
金属鉱物資源機構（JOGMEC）理事長

コージェネ大賞2022

鼎談
カーボンニュートラルがもたらす
需給構造の大変革

コージェネ導入事例
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